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1 .  序 論  

1 - 1  K - P O P の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン を め ぐ る 背 景  

 K - P O P は 、今 や 世 界 で 人 気 を 集 め る ア ー テ ィ ス ト も い る ほ ど 、ポ

ピ ュ ラ ー に な っ た 。K - P O P ア ー テ ィ ス ト が 日 本 で 活 動 す る 際 、わ ざ

わ ざ 日 本 語 で 曲 を 歌 い 、 テ レ ビ 番 組 で は 勉 強 し た 日 本 語 で 一 生 懸 命

話 す と い う 姿 は 、 K - P O P が 流 行 し 始 め た 2 0 0 0 年 代 初 め か ら 現 在 ま

で も 変 わ ら な い も の で あ る 。 筆 者 自 身 、 1 0 年 近 く K - P O P の フ ァ ン

で あ り 、 今 で も よ く 聴 く ジ ャ ン ル の ひ と つ で あ る 。 た だ 、 長 年 疑 問

に 思 っ て い た こ と が あ る 。 そ れ は 、 原 曲 の 歌 詞 を 日 本 語 に 訳 し 、 日

本 に 向 け て リ リ ー ス す る 「 日 本 語 バ ー ジ ョ ン 」 の 歌 詞 が 、 原 曲 を 聴

く 時 に 比 べ 、リ ズ ム に 乗 っ て い な い 、ノ リ が 悪 い と 感 じ る こ と が 多 々

あ る と い う こ と だ 。 そ の 結 果 、 彼 ら の 母 語 で あ る 韓 国 語 （ 多 国 籍 な

グ ル ー プ で は 必 ず し も メ ン バ ー 全 員 の 母 語 が 韓 国 語 で あ る わ け で は

な い が ）で 歌 わ れ た 原 曲 を 入 手 し 、聴 く こ と が 多 い 。筆 者 に 限 ら ず 、

日 本 語 バ ー ジ ョ ン で は な く 、 原 曲 を あ え て 聴 く と い う K - P O P フ ァ

ン は 少 な く な い だ ろ う 。 近 年 で は 、 原 曲 の 良 さ を S N S な ど を 通 じ て

世 界 中 の フ ァ ン と 共 有 で き る よ う に な っ た に も か か わ ら ず 、 あ え て

日 本 語 で 歌 う 必 要 は あ る の か 、 と い う 意 見 も 見 受 け ら れ る 。 筆 者 と

し て は 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が 不 要 だ と い う 考 え を 持 っ て い る わ け で

は な い 。む し ろ 、韓 国 の ア ー テ ィ ス ト が K - P O P を 引 っ 提 げ て 積 極 的
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に 日 本 進 出 を す る よ う に な っ て か ら 約 2 0 年 が 経 つ に も か か わ ら ず 、

日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 当 た り は ず れ が 依 然 と 存 在 す る 現 状 は 、 な ぜ 変

わ ら な い の か 、 悔 し さ ま で あ る の だ 。 好 き な ア ー テ ィ ス ト が 不 慣 れ

な 外 国 語 で 歌 っ て く れ る の で あ れ ば 、 聴 い て あ げ た い し 歌 い た い け

れ ど も 、 そ う は 思 え な い 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 に ど の よ う な 問 題

が あ る の か を 検 討 し 、全 て の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 が 多 く の K - P O P

フ ァ ン に 聴 か れ 、 歌 わ れ る よ う に な る に は 何 が 必 要 な の か を 考 え た

い 。  

1 - 2  研 究 の 目 的  

で は 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 が リ ズ ム に 乗 っ て い な い と 感 じ る

原 因 は 何 だ ろ う か 。 日 本 語 を ポ ッ プ ス の 音 に 乗 せ る た め に こ れ ま で

に な さ れ て き た 様 々 な 工 夫 を 整 理 し 、K - P O P の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の

歌 詞 を 検 討 し て い く こ と を 本 論 の 目 的 と す る 。 具 体 例 を 複 数 挙 げ て

論 じ て い く の で 、 よ り 理 解 を 深 め る た め に も 、 実 際 に 曲 を 聴 き 比 べ

な が ら 読 み 進 め て ほ し い 。 そ れ ぞ れ の 再 生 箇 所 は 文 中 に 、 音 源 の リ

ン ク は 文 末 の 参 考 資 料 に 示 し て い る 。  

こ こ で 、「 リ ズ ム に 乗 っ て い な い 」「 ノ リ が 悪 い 」 と は 、 ど う い う

こ と か 。「 ノ リ 」 と は 、 小 川 に よ る と 、 流 れ へ の 参 加 で あ る 。 す な わ

ち 、 音 楽 に お い て 、「 ノ リ が い い 」 と は 、 音 楽 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

へ の 参 加 者 が 内 的 な 時 間 の 流 れ を 共 有 し て い る と 感 じ て い る 状 態 を
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指 す の だ と い う （ 小 川 ： 1 9 8 9 ） 1 。「 ノ リ が 悪 い 」 と い う こ と は 、 そ

の 音 楽 の 流 れ に う ま く 参 加 で き て い な い 状 態 で あ る と 言 え る 。 K -

P O P の 歌 詞 が 、 韓 国 語 か ら 日 本 語 に 訳 さ れ 、 音 に 充 て ら れ る 過 程 、

さ ら に そ れ が 音 に 乗 せ て 歌 わ れ る 際 に 音 楽 の 流 れ に 参 加 し づ ら く な

る 原 因 が あ る の で は な い か 。  

1 - 3  K - P O P は な ぜ 日 本 語 で 歌 わ れ る の か  

 本 論 に 移 る 前 に 、K - P O P ア ー テ ィ ス ト が な ぜ 日 本 語 で 歌 う の か と

い う こ と に つ い て 述 べ て お く 。 日 本 語 で 歌 う の は 、 K - P O P の 「 現 地

化 戦 略 」 の 代 表 的 な 例 で あ る 。 酒 井 に よ る と 、 K - P O P は 、 韓 国 国 内

の 市 場 の 狭 小 性 に 加 え 、1 9 9 7 年 に 始 ま っ た ア ジ ア 通 貨 危 機 や 、そ の

後 の 世 界 同 時 不 況 に よ っ て 、 冷 え 切 っ た 国 内 の 経 済 情 勢 を 打 開 す る

た め に 海 外 進 出 を 押 し 進 め た （ 酒 井 ： 2 0 1 2 ） 2 。「 現 地 化 （ ロ ー カ ラ

イ ゼ ー シ ョ ン ） 戦 略 」 と は 、 マ ー ケ テ ィ ン グ の 分 野 で 使 わ れ る 用 語

で あ り 、 海 外 進 出 の 際 に 商 品 や 経 営 を 現 地 の 文 化 や 地 域 性 に 合 わ せ

て 行 う こ と を 指 す 。 K - P O P の 場 合 に は 、 K - P O P を 世 界 に 売 り 込 む

た め に 、 広 く 受 け 入 れ ら れ る 形 の プ ロ モ ー シ ョ ン が 意 識 さ れ た 。 特

に 、 日 本 は 大 き な 市 場 で あ っ た た め 、 韓 国 語 に は 馴 染 み の 薄 い 日 本

 

1  小 川 博 司 、「 音 楽 す る 社 会 」、 7 8 - 7 9 頁  

2  酒 井 美 絵 子 「 な ぜ K - P O P ス タ ー は 次 か ら 次 に 来 る の か  韓 国 の 恐

る べ き 輸 出 戦 略 」、 2 4 - 3 2 頁  
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人 に 受 け 入 れ ら れ 易 い よ う に 、 日 本 語 で 歌 う よ う に な っ た の だ 。 日

本 の 他 に 中 国 に 向 け て も 、 中 国 語 バ ー ジ ョ ン の 曲 を リ リ ー ス す る な

ど 現 地 化 戦 略 が な さ れ て い る 。 ま た 、 日 本 の 音 楽 市 場 に お い て 、 カ

ラ オ ケ の 需 要 が 高 い こ と も 日 本 語 曲 が リ リ ー ス さ れ る こ と の 一 因 で

あ る と 考 え ら れ る 。 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン メ デ ィ ア と し て の カ ラ オ ケ

は 、友 人 や 同 僚 な ど と 利 用 す る こ と が 多 く 、自 分 が 歌 い た い 曲 か つ 、

そ の 場 に い る 人 と 共 有 で き る よ う な 曲 を 選 曲 す る 傾 向 が あ る 。 そ こ

で 韓 国 語 の K - P O P を 歌 え ば 、 K - P O P を 知 ら な い 人 を 疎 外 す る こ と

に な る 、 若 し く は 自 分 が 浮 い た 存 在 に な る と い う 状 況 が 生 ま れ る 。

そ ん な 気 ま ず い 空 気 を 避 け る た め に も 、日 本 語 で 歌 わ れ る K - P O P が

重 宝 さ れ る の だ 。  

K - P O P を 日 本 語 で 歌 う と 一 口 に い っ て も 、 K - P O P の 日 本 語 曲 に

は 、 大 き く 分 け て ２ 種 類 存 在 す る 。 韓 国 で の 発 売 は な く 、 日 本 で の

み リ リ ー ス さ れ る 「 日 本 オ リ ジ ナ ル 曲 」 と 、 韓 国 で 発 売 さ れ た 曲 の

歌 詞 を 日 本 語 訳 し て リ リ ー ス さ れ る 「 日 本 語 バ ー ジ ョ ン 」 の ２ つ で

あ る 。 K - P O P ア ー テ ィ ス ト が 日 本 へ 進 出 し 始 め た 2 0 0 0 年 前 後 に 活
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動 し て い た S . E . S 3 や 、 S U G A R 4 、 B o A 5 、 東 方 神 起 6 、 超 新 星 ( 現 在 は

S U P E R N O V A ) 7 な ど は 、 積 極 的 に 日 本 オ リ ジ ナ ル 曲 を リ リ ー ス し て

い た 。中 で も 最 初 期 に 日 本 で 大 き な 成 功 を 収 め た B o A は 、韓 国 出 身

で あ る こ と を 積 極 的 に 公 表 せ ず 、あ く ま で も J - P O P の ア ー テ ィ ス ト

と し て 活 動 し て い た 。 当 時 、 彼 女 が 韓 国 人 で あ る こ と を 知 ら ず に い

た 日 本 人 も 多 い 。し か し 、酒 井 に よ れ ば 、少 女 時 代 8 や K A R A 9 が 活 躍

し た 2 0 1 0 年 以 降 は 、 K - P O P が 日 本 に 定 着 し 、 韓 国 出 身 で あ る こ と

が レ ベ ル の 高 さ を 証 明 す る こ と も あ り 、 既 存 曲 の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン

で 日 本 デ ビ ュ ー す る こ と が 圧 倒 的 に 多 く な っ た と い う 1 0 。 ま た 、 日

本 語 バ ー ジ ョ ン の 費 用 対 効 果 の 高 さ も 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が リ リ ー ス

さ れ 続 け る 理 由 の ひ と つ だ 。 オ リ ジ ナ ル 曲 を 作 る よ り も 遥 か に コ ス

 

3  1 9 9 7 年 か ら 2 0 0 2 年 ま で 活 動 し た 女 性 3 人 組 グ ル ー プ 。 S M エ ン

タ テ イ メ ン ト 所 属 。  

4  2 0 0 1 年 か ら 2 0 0 6 年 ま で 活 動 し た 女 性 5 人 組 グ ル ー プ 。  

5  2 0 0 0 年 に S M エ ン タ テ イ メ ン ト か ら デ ビ ュ ー し た 女 性 歌 手 。 日

本 で は 、 a v e x に 所 属 。  

6  S M エ ン タ テ イ メ ン ト か ら デ ビ ュ ー し た 男 性 5 人 組 グ ル ー プ 。 契

約 問 題 に よ っ て 、 現 在 は ２ 人 で 活 動 を 続 け て い る 。  

7  2 0 0 7 年 か ら 活 動 す る 5 人 組 グ ル ー プ 。 日 本 語 が 堪 能 な メ ン バ ー

も お り 、 日 本 で の 活 動 に 力 を 入 れ て い る 。  

8  2 0 0 7 年 か ら 活 動 す る 女 性 ８ 人 組 グ ル ー プ 。 S M エ ン タ テ イ メ ン ト

所 属 。《 G e e 》 や 《 M r .  T a x i 》 な ど 日 本 で も 数 多 く の 曲 を ヒ ッ ト さ

せ た 。  

9  2 0 0 7 年 か ら 2 0 1 6 年 ま で 活 動 し た 女 性 5 人 組 グ ル ー プ 。《 ミ ス タ

ー 》 の ヒ ッ プ ダ ン ス が 話 題 と な っ た 。  

1 0  酒 井 美 絵 子 、 前 掲 書 、 1 1 7 頁  
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ト パ フ ォ ー マ ン ス が 高 く 、 お 試 し 的 感 覚 で 扱 わ れ る 。 原 曲 → 日 本 語

バ ー ジ ョ ン の リ リ ー ス と い う ス タ イ ル が 定 型 化 し 、 現 在 ま で 続 い て

い る 。 た だ し 、 す べ て の ア ー テ ィ ス ト が そ の 方 向 に シ フ ト し た わ け

で は な く 、 2 0 0 0 年 ～ 2 0 1 3 年 頃 に 活 躍 し た ア ー テ ィ ス ト の う ち 、

K A R A や F T I s L A N D 1 1 、 2 P M 1 2 、 大 国 男 児 1 3 な ど の グ ル ー プ は 、 依 然

と し て 日 本 オ リ ジ ナ ル 曲 を メ イ ン に リ リ ー ス し て い た 。 そ れ 以 降 の

傾 向 と し て は 、 韓 国 で ヒ ッ ト し た 楽 曲 の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン で 日 本 デ

ビ ュ ー し 、 そ の 後 は オ リ ジ ナ ル 曲 と 日 本 語 バ ー ジ ョ ン 、 両 方 を バ ラ

ン ス よ く 発 売 し て い く グ ル ー プ が 多 く 見 ら れ る 。 T W I C E 1 4 が そ の 典

型 的 な 例 で あ る 。 本 稿 で は 、 日 本 オ リ ジ ナ ル 曲 で は な く 、 韓 国 語 詞

の 原 曲 が 存 在 す る 楽 曲 の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン を 対 象 と す る 。  

1 - 4  日 本 語 バ ー ジ ョ ン を め ぐ る フ ァ ン た ち の 議 論  

 筆 者 の よ う に 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 に 不 満 を 持 ち 、 そ の 存 在 を

否 定 す る 日 本 の K - P O P フ ァ ン の 声 は T w i t t e r の よ う な S N S を 中 心

に 散 見 さ れ る 。 そ し て 、 そ の よ う な 声 に 応 え る よ う に 、 日 本 語 バ ー

 

1 1  2 0 0 7 年 か ら 活 動 す る 韓 国 の 男 性 ３ 人 組 ロ ッ ク バ ン ド 。 ロ ッ ク バ

ン ド だ が 、 日 本 で は K - P O P と し て 受 け 入 れ ら れ て い た 。  

1 2  2 0 0 8 年 に J Y P エ ン タ テ イ メ ン ト か ら デ ビ ュ ー し た 男 性 6 人 組 グ

ル ー プ 。「 野 獣 系 ア イ ド ル 」 と い う コ ン セ プ ト で 活 動 し て い た 。  

1 3  2 0 1 0 年 か ら 活 動 し て い る 男 性 5 人 組 グ ル ー プ 。  

1 4  2 0 1 5 年 に オ ー デ ィ シ ョ ン 番 組 を 経 て 結 成 さ れ た 女 性 9 人 組 グ ル

ー プ 。 韓 国 人 5 人 、 日 本 人 3 人 、 台 湾 人 １ 人 か ら な る 多 国 籍 グ ル

ー プ と し て 知 ら れ る 。  
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ジ ョ ン が 生 ま れ た 理 由 と な ぜ 無 く な ら な い の か と い う こ と を 解 説 し

た ネ ッ ト 記 事 も 見 ら れ る 1 5 。 そ れ ぞ れ 、 日 本 の 音 楽 市 場 に お け る テ

レ ビ と い う メ デ ィ ア の 重 要 性 や 、 日 本 国 内 で の 権 利 問 題 な ど 、 ビ ジ

ネ ス に お け る 有 用 性 を 挙 げ る 記 事 が 多 い 。 そ ん な 中 、 ラ ジ オ D J 、 韓

国 大 衆 文 化 ジ ャ ー ナ リ ス ト と し て 活 動 す る 古 家 は 、 日 本 語 バ ー ジ ョ

ン に つ い て の 批 判 や 議 論 は 、 制 作 側 も ア ー テ ィ ス ト 自 身 も 望 ん で い

な い と い い 、 決 し て ビ ジ ネ ス の た め だ け で は な く 、 ア ー テ ィ ス ト が

日 本 の フ ァ ン を 思 っ て 歌 っ て い る こ と を 分 か っ て ほ し い と 述 べ て い

る 1 6 。 確 か に 、 外 国 人 の ア ー テ ィ ス ト が 自 国 の 言 語 で 歌 っ て く れ る

こ と は 、こ の 上 な い 幸 せ で あ る 。し か し 、だ か ら と い っ て 聞 き た い 、

歌 い た い と 思 え な い 日 本 語 バ ー ジ ョ ン を 甘 ん じ て 受 け 入 れ れ ば 、 恐

ら く 日 本 語 バ ー ジ ョ ン と い う 文 化 は 衰 退 し て い く だ ろ う 。 そ の 存 続

 

1 5  桑 畑 優 香 、「 K - P O P は な ぜ 『 日 本 語 』 で も 歌 う の か  B T S 新 ア

ル バ ム は 世 界 中 で 大 ヒ ッ ト を 記 録 」、 2 0 2 0 年 7 月 2 8 日 、 Y a h o o ! ニ

ュ ー ス 、

（ h t t p s : / / n e w s . y a h o o . c o . j p / b y l i n e / k u w a h a t a y u k a / 2 0 2 0 0 7 2 8 -

0 0 1 8 9 8 8 7  、 最 終 閲 覧 日 ： 2 0 2 3 年 1 月 1 0 日 ) や 、 崔 尹 禎 、「 紅 白 出

演 の T W I C E も … K P O P ア イ ド ル が 日 本 語 の 歌 詞 で 歌 う 理 由 」、

2 0 1 9 年 1 2 月 3 1 日 、 現 代 ビ ジ ネ ス 、 講 談 社

( h t t p s : / / g e n d a i . m e d i a / a r t i c l e s / - / 6 9 5 7 2  、 最 終 閲 覧 日 ： 2 0 2 3 年 1

月 1 0 日 ) が 挙 げ ら れ る 。  

1 6 古 家 正 亨 「 K - P O P ア ー テ ィ ス ト が 日 本 語 V e r .  C D を 出 す ’ 納 得 の

理 由 ' ( 古 家 正 亨 の 韓 々 学 々  V o l . 4 ) 」、 2 0 2 0 年 6 月 2 5 日 、

D a n m e e 、 ( h t t p s : / / d a n m e e . j p / k n e w s / k - p o p / k o r e a e n t e r t a i n m e n t -

c o l u m n - 3 /  、 最 終 閲 覧 日 ： 2 0 2 3 年 1 月 1 0 日 )  

https://news.yahoo.co.jp/byline/kuwahatayuka/20200728-00189887
https://news.yahoo.co.jp/byline/kuwahatayuka/20200728-00189887
https://gendai.media/articles/-/69572
https://danmee.jp/knews/k-pop/koreaentertainment-column-3/
https://danmee.jp/knews/k-pop/koreaentertainment-column-3/
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の た め に も 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン に つ い て の 議 論 は 必 要 で あ る の だ 。  

 

2 .  本 論  

 で は 、 実 際 に ノ リ が 悪 い と 感 じ ら れ る K - P O P の 日 本 語 バ ー ジ ョ

ン の 具 体 的 な 例 を 挙 げ な が ら 、 そ の 原 因 を 検 討 し て い く 。  

2 - 1  具 体 例 ①  発 音 の 問 題  

ま ず は 、 発 音 の 問 題 を 考 え る 。 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 は 、 先 述

し た よ う に 、 韓 国 人 が 歌 う 日 本 語 で あ る 。 そ の 発 音 が ノ リ を 悪 く す

る 原 因 な の で は な い か 。 以 下 に 示 し た の は 、 T O M O R R O W  X  

T O G E T H E R 1 7 の 《 9 と 4 分 の 3 番 線 で 君 を 待 つ 》 ( 2 0 1 9 ) の 原 曲 と 日

本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 の 一 部 ( 0 : 3 6 ~ ) で あ る 。  

【 韓 】  

비
び

비
び

디
でぃ

 바
ば

비
び

디
でぃ

 열
よｌ

차
ちゃ

가
が

 출
ちゅｌ

발
ば

하
ら

네
ね

（ ビ ビ デ ィ バ ビ デ ィ  列 車

が 出 発 す る よ ）  

비
び

비
び

디
でぃ

 바
ば

비
び

디
でぃ

 우
う

리
り

의
え

 매
め

직
じ

아
が

일
い l

랜
れ n

드
どぅ

（ ビ ビ デ ィ バ ビ デ ィ  僕

た ち の マ ジ ッ ク ア イ ラ ン ド ）  

이
い

 터
と

널
の

을
る l

 지
ち

나
な

면
みょ n

  눈
ぬ

을
ぬ l

 뜨
とぅ

고
ご

 나
な

면
みょ n

（ こ の ト ン ネ ル を 抜 け

て  目 を 開 け る と ）  

 

1 7  2 0 1 9 年 B i g  H i t エ ン タ テ イ メ ン ト か ら デ ビ ュ ー し た 男 性 5 人 組

グ ル ー プ 。  
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꿈
く m

속
そ

은
ぐ n

 현
ひょ n

실
し

이
り

 돼
とぇ

（ 夢 の 中 は 現 実 に な る ） 1 8  

【 日 】  

ビ ビ デ ィ  バ ビ デ ィ  汽 車 に 乗 り 込 め  

ビ ビ デ ィ  バ ビ デ ィ  目 指 せ  M a g i c  I s l a n d  

ト ン ネ ル 出 た ら  目 を 開 け た ら  夢 は 現 実 へ  

「 ト ン ネ ル 出 た ら 」 の 部 分 は 、「 と ね る  で ぇ ー た ら 」 と 歌 わ れ て い

る 。原 曲 の 内 容 を 知 ら な い 限 り 、歌 詞 を 見 な い と「 ト ン ネ ル 出 た ら 」

と い う 日 本 語 を 即 答 で き る 人 は ま ず い な い だ ろ う 。 こ れ は 、 韓 国 語

と 日 本 語 の 外 来 語 の 発 音 に 差 が あ る こ と が 原 因 だ と 考 え ら れ る 。「 ト

ン ネ ル 」 は 英 語 t u n n e l [ t u h - n u h l ] が 由 来 で あ る 。 日 本 語 で は ト ン ネ

ル [ t o n - n e - r u ] 、 韓 国 語 で は 터 널 [ t o - n o l ] と い う 表 記 、 発 音 に な る 。

韓 国 語 は 終 声 が 子 音 に な る こ と も あ る た め 、 日 本 語 に 比 べ て 、 英 語

の 発 音 に よ り 近 い 表 記 が 可 能 で あ る 。 そ の た め 、 日 本 人 は 韓 国 の 外

来 語 の 発 音 に 戸 惑 う こ と も 多 い （ こ れ は 日 本 語 が 特 殊 だ と 考 え た 方

が 自 然 で あ る が ）。 他 に も 、 日 本 語 で は 、 チ ョ コ レ ー ト [ c h o - c o - r e i -

t o ] と ４ 音 節 で あ る の に 対 し 、韓 国 語 は 초 콜 릿 [ c h o - k o l - r i t ] と 3 音 節

で 発 音 す る 。こ の よ う な 外 来 語 が 歌 詞 と し て 音 楽 に 乗 せ ら れ た と き 、

日 本 人 に は 聴 き 慣 れ な い 音 に 感 じ る の だ 。  

 

1 8  ハ ン グ ル の 発 音 が 分 か り や す い よ う に ひ ら が な で ル ビ を 振 っ て

示 し て い る 。 以 下 同 様 。  
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 外 来 語 の 発 音 以 外 に も 、 韓 国 人 特 有 の 苦 手 な 日 本 語 の 発 音 が 存 在

す る 。ざ 行 の 音 や「 つ 」な ど の 韓 国 語 に は な い 音 の 発 音 だ 。例 え ば 、

「 ず っ と 」 は 「 じ ゅ っ と 」、「 待 ち 続 け る 」 は 「 ま ち ち ゅ じ ゅ け る 」

と 聞 こ え て し ま う 。 こ れ ら が 歌 詞 に 含 ま れ て い れ ば 、 発 音 問 題 は 避

け ら れ な い 。 日 本 語 に 限 ら ず 、 他 の 言 語 で も 外 国 人 の 歌 う 言 葉 に 違

和 感 を 覚 え る の は 極 め て 自 然 な こ と だ ろ う 。 ま た 、 そ の 未 熟 な 発 音

が 、「 可 愛 い 」「 応 援 し た く な る 」 と い う よ う な フ ァ ン の 気 持 ち を く

す ぐ る と も 言 え る 。  

し か し 、 こ の 発 音 問 題 は 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が リ ズ ム に 乗 ら な い

こ と の 一 因 で あ る こ と に 違 い な い が 、本 質 は 別 に あ る と 考 え て い る 。

な ぜ な ら 、 発 音 問 題 の 考 慮 が 必 要 な い 日 本 人 メ ン バ ー が 歌 う 日 本 語

バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 も ま た 、 リ ズ ム に 乗 っ て い な い か ら だ 。 3 人 の 日

本 人 メ ン バ ー が 所 属 し て い る T W I C E の 《 L I K E Y  - J a p a n e s e  v e r . - 》

( 2 0 1 9 ) の 歌 詞 を 例 に 挙 げ る 。 以 下 に 、 日 本 人 メ ン バ ー の モ モ の パ ー

ト ( 1 : 0 0 ~ ) の 歌 詞 を 抜 粋 し た 。  

【 韓 】  

카
か

메
め

라
ら

에
え

 담
た

아
ま

볼
ぼ l

까
っか

 예
いぇ

쁘
っぷ

게
げ

（ カ メ ラ で 撮 っ て み よ う か  可 愛 く ） 

【 日 】  

カ メ ラ は 正 直 ？ 『 綺 麗 ？ 』  

原 曲 と 日 本 語 バ ー ジ ョ ン を 比 較 し て 聴 く と 、 違 い は 歴 然 だ 。 原 曲 の
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リ ズ ム 感 は 無 く な り 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン で は 、「 カ メ ー ラ は  シ ョ ジ

キ  キ レ ー 」 と 聞 こ え る 。 発 音 の 問 題 、 つ ま り 歌 唱 の 段 階 よ り も 、 日

本 語 訳 や 譜 割 り の 段 階 に 問 題 が 生 じ て い る と 考 え ら れ る 。  

 

2 - 2  日 本 語 と 韓 国 語 の 音 韻 に ま つ わ る 問 題  

2 - 2 - 1  具 体 例 ②  モ ー ラ ：《 N o b o d y 》  

次 に 、 韓 国 語 か ら 日 本 語 に 翻 訳 さ れ る こ と で 生 ま れ る 問 題 を 考 え

る 。 筆 者 は 日 本 語 と 韓 国 語 、 そ れ ぞ れ の 音 韻 的 特 徴 に 原 因 が あ る の

で は な い か と 考 え た 。 言 語 学 的 差 異 に つ い て 触 れ て お こ う 。 韓 国 語

は 、日 本 語 に 似 て い る と 言 わ れ る こ と が あ る 。語 順 が 同 じ「 S O V 型 」

で あ る こ と や 、 中 国 語 を 由 来 と す る 語 彙 も 豊 富 で 、「 写 真 ／

사 진 [ s a j i n ] 」、「 約 束 ／ 약 속 [ y a k s s o k ] 」 な ど 、 発 音 が 非 常 に 似 て い る

言 葉 も 多 数 存 在 す る こ と が そ の 理 由 だ ろ う 。 し か し 、 音 韻 論 的 に は

少 し 事 情 が 違 う 。 日 本 語 と 韓 国 語 は 音 節 の 区 切 り 方 が 少 し 異 な っ て

い る の で あ る 。  

 ま ず 、「 音 節 （ シ ラ ブ ル ）」 と は 、 連 続 す る 言 語 音 を 区 切 る 分 節 単

位 の 一 種 で 、 口 の 開 き に も と づ く 母 音 を 中 心 と し た リ ズ ム の 束 で あ

る 。 日 本 語 で は 、 音 を 区 切 る 際 、 も う 一 つ 重 要 な 「 モ ー ラ （ 拍 ）」 と

い う 単 位 が あ る 。 そ れ は 、 拍 を 意 識 し た 区 切 り 方 で あ る 。 例 え ば 、

「 お と う さ ん 」 と 声 に 出 し て 読 み な が ら 、 同 時 に 拍 の 頭 に 手 を 打 つ
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と 、「 お
・

と
・

う
・

さ
・

ん
・

」 と 5 回 手 拍 子 を 打 つ だ ろ う 。 し た が っ て 、「 お 父

さ ん 」 は 5 モ ー ラ と い う こ と に な る 。 同 様 に 、「 大 阪 」 は ４ モ ー ラ 、

「 東 京 都 」 は 5 モ ー ラ で あ る 。 日 本 語 に 、 こ の 「 モ ー ラ 」 と い う 分

節 単 位 が 存 在 す る か ら こ そ 、 俳 句 や 和 歌 の 「 ５ ・ ７ ・ ５ 」 の リ ズ ム

感 が 成 立 す る の で あ る 。 一 方 、「 音 節 （ シ ラ ブ ル ）」 は 母 音 を 中 心 と

し た 音 の ま と ま り で 区 切 る と い う も の で あ る 。 こ の 方 法 で は 、 撥 音

「 ん 」 や 長 音 が 独 立 し て 数 え ら れ な く な る 。 し た が っ て 、 先 ほ ど の

例 を「 音 節 」で 区 切 る と 、「 お / と う / さ ん [ o / t o u / s a n ] 」、「 お お ／ さ ／

か [ o / s a / k a ] 」、「 と う ／ き ょ う ／ と [ t o u / k y o u / t o ] 」と い っ た よ う に 、

す べ て 3 音 節 に な る の だ 。 音 節 で 区 切 る 際 、 独 立 し て 数 え ら れ な く

な る 音 、 撥 音 「 ん 」・ 促 音 「 っ 」・ 二 重 母 音 の 「 い 」 音 ・ 長 音 「 ー 」

を 特 殊 モ ー ラ と い い 、 そ れ に 対 し て 、 モ ー ラ で も 音 節 で も 独 立 し て

数 え ら れ る 音 を 自 立 モ ー ラ と い う 。  

 一 方 、 韓 国 語 で は 、 音 を 区 切 る 単 位 は 「 音 節 」 を 用 い る 。 韓 国 語

を 表 記 す る た め の 文 字 で あ る ハ ン グ ル は 、 ① 母 音 、 ② 子 音 ＋ 母 音 、

③ 母 音 ＋ 子 音 、 ④ 子 音 ＋ 母 音 ＋ 子 音 の ４ つ の 組 み 合 わ せ か ら 成 り 、

そ れ ぞ れ が 一 音 節 を 構 成 す る 。 例 え ば 、「 約 束 ／ 약 속 」 は 、 日 本 語 で

は 4 モ ー ラ 、４ 音 節 で あ る の に 対 し 、韓 国 語 の 発 音 で は 、[ y a k・ s s o k ]

（ s が 重 な っ て い る が 、 こ れ を 重 子 音 と い い 、「 そ 」 と 発 音 す る 前 に

促 音 を 入 れ 、 詰 ま っ た よ う な 強 い 発 音 に な る ） と 2 音 節 で 区 切 ら れ
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る 。「 モ ー ラ 」 と い う 韻 律 単 位 を 持 つ 言 語 は 珍 し く 、 英 語 を は じ め 、

韓 国 語 も 持 た な い 。 そ の た め 、 日 本 語 を 学 習 す る 外 国 人 は 、 そ の 感

覚 を 身 に つ け る の が 非 常 に 難 し く 、「 寸 詰 ま り 」な 印 象 を 与 え る こ と

が あ る と い う （ 前 川 : 1 9 9 7 ） 1 9 。  

 さ ら に 、 日 本 語 は 「 ん 」 を 除 い て 、 音 節 の 最 後 は 必 ず 母 音 で 終 わ

る と い う 法 則 が あ る の に 対 し 、 韓 国 語 で は 、 終 声 に 子 音 が く る こ と

（ 終 声 に 置 か れ る 子 音 を パ ッ チ ム と い う ） も あ る 。 こ の よ う に 、 両

言 語 は 、 音 韻 論 的 に は 差 が あ る と い え る 。  

 で は 、 歌 詞 と し て の 韓 国 語 と 日 本 語 に は 、 ど の よ う な 差 が 現 れ る

の か 。以 下 の 楽 譜 2 0 は W o n d e r  G i r l s の《 N o b o d y 》( 2 0 0 8 ) の 原 曲 と 日

本 語 バ ー ジ ョ ン そ れ ぞ れ の サ ビ ( 0 : 5 7 ~ ) の リ ズ ム と 歌 詞 の み を 抽 出

し た も の で あ る 。 韓 国 語 詞 は 、 実 際 の 表 記 で は な く 、 発 音 さ れ る 音

を ハ ン グ ル で 表 し て い る 。  

 

 

1 9  前 川 喜 久 雄 、『 日 韓 対 照 音 声 学 管 見 』「 日 本 語 と 外 国 語 の 対 照 研

究 Ⅳ  日 本 語 と 朝 鮮 語 （ 下 巻 ）」、 1 8 1 頁  

2 0  筆 者 が 採 譜 し 、 オ ン ラ イ ン 楽 譜 作 成 ソ フ ト ウ ェ ア

「 F l a t ( h t t p s : / / f l a t . i o / j a ) 」 を 用 い て 楽 譜 に 起 こ し た 。 以 下 で 使 用

す る 楽 譜 も 同 様 に 作 成 し た 。 参 考 に し た 楽 譜 が あ る 場 合 は 脚 注 で 示

す 。  
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【 韓 】  

【 日 】  
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何 度 も 繰 り 返 さ れ る「 n o b o d y 」と い う 歌 詞 や 、「 他 の 人 で は な く 、あ

な た じ ゃ な い と 嫌 な の 」と い う 意 味 も 忠 実 に 訳 さ れ て い る こ と か ら 、

歌 詞 だ け を 見 る と 、 と て も 丁 寧 に 翻 訳 作 業 が 行 わ れ て い る と 思 わ れ

る 。 し か し 、 音 楽 に の せ て 歌 わ れ る と 、 日 本 語 詞 の 部 分 は 原 曲 の 歯

切 れ の よ い リ ズ ム 感 が 失 わ れ て い る よ う な 感 覚 に な る 。  

 該 当 部 分 を 詳 し く 比 較 し て み よ う 。 韓 国 語 詞 は 「 난  다 른  사 람 은  

싫 어  네 가  아 니 면  싫 어 ( 私  他 の 人 は 嫌  あ な た じ ゃ な き ゃ 嫌 ) 」と い

う 歌 詞 だ 。 8 分 音 符 と 4 分 音 符 の 簡 単 な リ ズ ム で あ る が 、 口 ず さ み

た く な る リ ズ ム 感 が 言 葉 の 繰 り 返 し に よ っ て 生 ま れ て い る 。 こ の 発

音 を 分 か り や す く か な で 表 し て み る と 、「 な ん  た る n  さ ら む n  し

ろ  に が  あ に み ょ n  し ろ 」 と な る 。「 ～ n  し ろ 」 と い う n 音 を 含 む

単 語 が 繰 り 返 さ れ る こ と に よ っ て 、 癖 に な る フ レ ー ズ が 完 成 す る 。

一 方 、 日 本 語 詞 は ど う だ ろ う か 。 1 つ 目 の 「 ね え  あ な た 以 外 に  な

に も い ら な い 」で は 、一 音 符 に つ き 1 モ ー ラ が 当 て ら れ て い る 。1 モ

ー ラ は 1 文 字 と も 言 い 換 え ら れ る 。 そ の 結 果 、 原 曲 の リ ズ ム 感 は な

く な り 、 平 坦 な リ ズ ム に な っ て し ま っ て い る 。 こ の 「 一 音 符 に つ き

１ モ ー ラ 」 と い う 規 則 が ノ リ が 悪 く な っ て い る と 感 じ る 原 因 の 一 つ

で あ る 。で は 、2 つ 目 の「 あ ぁ  他 の 人 じ ゃ 嫌  あ な た じ ゃ な き ゃ 嫌 」

と い う 歌 詞 は ど う か 。一 音 符 １ モ ー ラ の 規 則 は 破 ら れ て い る よ う だ 。

四 分 音 符 に 「 い や 」 と い う 2 モ ー ラ ・ 2 音 節 の 言 葉 が 当 て ら れ て い
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る 。し か し 、そ れ に よ っ て リ ズ ム 感 が 良 く な っ て い る と い う よ り は 、

楽 譜 の よ う に 「 い 」 が 装 飾 音 的 に 歌 わ れ 、 変 化 は 感 じ ら れ な い 。 ま

た 、 原 曲 の 「 ～ n  し ろ 」 と い う 同 じ フ レ ー ズ の 繰 り 返 し も 日 本 語 詞

に は 活 か さ れ て い な い 。  

2 - 2 - 2  「 １ 音 符 1 モ ー ラ 」 の 規 則  

 こ こ で 鍵 を 握 る の が 「 一 音 符 １ モ ー ラ 」 の 規 則 で あ る 。 日 本 語 の

歌 詞 の 歴 史 に お い て 、 こ の 規 則 は 重 要 な 位 置 を 占 め る 。 小 川 に よ れ

ば 、  

 

 邦 楽 は 言 葉 の 意 味 か ら 自 由 で は な か っ た 。 レ コ ー ド 産 業 に よ

り 生 み 出 さ れ 、 普 及 し て き た 和 製 の ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 で あ る 歌 謡

曲 も 、 邦 楽 の 伝 統 を 引 き 継 ぎ 、 歌 詞 の 持 つ メ ッ セ ー ジ に 重 点 を

お い て き た 。歌 で は 、通 常 一 音 符 に た い し 一 音 節 が 当 て ら れ る 。

日 本 語 で は 、「 ん 」を 除 け ば 、単 語 一 語 に 文 字 の 数 だ け 音 節 2 1（ 母

音 と い っ て も よ い ） が あ る 。 歌 謡 曲 も 含 む 伝 統 的 な 日 本 の 歌 で

は 、 ① 原 則 と し て 一 音 符 に 一 音 節 を 当 て る 、 ② 一 母 音 に 複 数 の

音 符 が 費 や さ れ る こ と は 許 さ れ る が 、 一 音 符 に 複 数 の 文 字 を 当

て る こ と は 許 さ れ な い 、 と い う 規 則 が あ る よ う に み え る 。 日 本

 

2 1  こ こ で い う 「 音 節 」 と は 、 本 稿 の モ ー ラ に 対 応 す る  
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の 歌 謡 曲 の 平 板 で 、 冗 長 な 印 象 は こ こ に 起 因 し て い る 2 2 。  

 

日 本 の 伝 統 で あ る 能 や 浄 瑠 璃 な ど の 邦 楽 は 、音 楽 に 必 ず 歌 詞 が 伴 い 、

言 葉 の 意 味 が 重 要 だ っ た 。 歌 謡 曲 も そ の 伝 統 を 引 き 継 ぎ 、 歌 詞 の 意

味 が 重 要 視 さ れ 、 さ ら に 一 音 符 に つ き 1 モ ー ラ を 当 て る と い う 規 則

が あ っ た 。 し か し 、 こ の 規 則 に 挑 み 、 革 新 的 な 試 み を し た は っ ぴ い

え ん ど と い う バ ン ド が 存 在 す る 。  

は っ ぴ い え ん ど は 、 1 9 7 0 年 、 細 野 晴 臣 、 大 瀧 詠 一 、 松 本 隆 、 鈴 木

茂 の 4 人 で 、 活 動 を 開 始 し た （ 小 川 ： 1 9 8 9 ） 2 3 。 彼 ら は 、 そ れ ま で

英 語 の コ ピ ー で し か 歌 わ れ て こ な か っ た ロ ッ ク を 、 日 本 語 で 作 り 、

歌 っ た 、 日 本 語 ロ ッ ク の 草 分 け 的 存 在 と し て 知 ら れ る 。 作 詞 を 担 当

し て い た 松 本 隆 は 、 当 時 の 歌 謡 曲 に 残 っ て い た 文 語 体 を で き る だ け

口 語 体 に 直 す こ と 、「 意 味 と ノ リ と 語 感 」 を 重 視 し た と い う （ 大 川 ・

高 ( 編 ) 1 9 8 6 ） 2 4 。 そ の 具 体 的 な テ ク ニ ッ ク は 、 歌 詞 に n 音 を 多 用 す

る こ と 、 日 本 語 を モ ー ラ で 捉 え ず 、 英 語 の よ う に 音 節 で 捉 え る こ と

だ っ た 。《 風 街 ろ ま ん 》 の 歌 詞 で は 、「 路 面 電 車 ( r o - m e n - d e n - s h a ) 」

「 見 え た ん で す ( m i - e - t a n - d e - s u ) 」 な ど の n 音 の 多 用 、 口 語 体 の 使

 

2 2  小 川 博 司 、 前 掲 書 、 4 2 - 4 4 頁  

2 3  小 川 博 司 、 同 書 、 5 4 - 5 5 頁  

2 4  小 川 博 司 、 同 書 、 5 5 頁  
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用 や 、「 は い か ら（ h a i - k a - r a ）」「 た い く つ ( t a i - k u - t s u ) 」「 台 風 ( t a i - h u ) 」

な ど の 二 重 母 音 、「 摩 天 楼 （ m a - t e n - r o ）」「 蝶 々 （ c h o - c h o ）」 な ど の

長 音 、「 て れ び じ ょ ん （ t e - r e - b i - j o n ）」 な ど の 拗 音 な ど の 例 が 見 ら れ

る 。 小 川 は こ れ を 「 減 音 節 化 」 と 呼 び 、 音 節 を 減 ら す こ と で リ ズ ム

感 が よ く な っ て い る と 示 し て い る 2 5 が 、「 音 節 を 減 ら し た 」 の で は な

く 、 言 葉 を 区 切 る 単 位 を 「 モ ー ラ 」 か ら 「 音 節 」 に 変 え た こ と に よ

っ て 語 感 が よ く な っ た と も 言 え る 。 つ ま り 、 具 体 例 の よ う な モ ー ラ

数 よ り も 音 節 数 が 少 な く な る 言 葉 を 多 用 す る こ と で 、 は っ ぴ い え ん

ど は そ れ ま で あ っ た 規 則 を 打 ち 破 り 、 一 音 符 に 複 数 の 文 字 を 乗 せ る

こ と に 成 功 し た 。  

日 本 語 を モ ー ラ で は な く 音 節 で 捉 え 、 歌 に 乗 せ る と い う 感 覚 は 、

そ の 後 の J - P O P に も 受 け 継 が れ た と い う（ 佐 藤 : 2 0 1 9 ）2 6 。例 え ば 、

モ ー ニ ン グ 娘 。の《 L O V E マ シ ー ン 》( 1 9 9 9 ) の サ ビ の 歌 詞 は 、n 音 や

二 重 母 音 を 用 い る こ と で 、 リ ズ ム 感 を 出 し つ つ 、 自 然 に 聞 こ え る 。

歌 詞 の 意 味 は 据 え 置 き し つ つ 、 言 葉 選 び で 日 本 語 を リ ズ ム に 乗 せ て

い る 。  

に ー  ぽ ん の  み  ら  い  は （ W o w × 4 ）  

 

2 5  小 川 博 司 、 同 書 、 5 9 - 6 0 頁  

2 6  佐 藤 良 明 、「 ニ ッ ポ ン の う た は ど う 変 わ っ た か  増 補 改 訂  J - P O P

進 化 論 」、 2 2 8 頁  
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せ ー   か い が  う  ら  や  む （ Y e a h × 4 ）  

こ ー い  を う し  よ う じ ゃ  な い  か （ W o w × 4 ） 2 7  

敢 え て 、 は っ ぴ い え ん ど と の 差 を 挙 げ る な ら ば 、《 L O V E マ シ ー ン 》

の 歌 詞 で は 、「 み ら い 」と い う 二 重 母 音 の 単 語 は 、音 節 で 捉 え る の で

は な く 、 音 符 に 合 わ せ て モ ー ラ で 区 切 っ て い る こ と だ ろ う 。 音 符 に

合 わ せ て 音 節 と モ ー ラ の 感 覚 を 切 り 替 え て い る こ と が 分 か る 。  

さ ら に 、 日 本 語 を ポ ッ プ ス の 歌 詞 に 溶 か す 、 も う 一 つ の 方 向 が あ

っ た 。 そ れ は 、 サ ザ ン オ ー ル ス タ ー ズ に 代 表 さ れ る 、 意 味 よ り も 言

葉 の 語 感 を 優 先 さ せ る と い う 方 法 で あ る 。 小 川 に よ る と 、 サ ザ ン の

歌 詞 で は 、脚 韻 を 踏 む た め に ‘ C o - D i r e c t i o n ’ 、‘ P a n - S e l e c t i o n ’ と い っ

た 意 味 の な い 語 を 並 べ た り （《 来 い な ジ ャ マ イ カ 》 1 9 8 2 年 ）、 逆 に 、

日 本 語 の 「 す け べ 」 を い い た い が た め に ‘ S k i p  B e a t ’ と い う 英 語 を 当

て た り す る（《 S k i p  B e a t 》1 9 8 6 年 ）と い う 2 8 。ま た 、佐 藤 に よ れ ば 、

桑 田 の よ う に 明 確 で は な い も の の 、 M r . C h i l d r e n の ボ ー カ ル 、 桜 井

和 寿 の 歌 い 方 も 英 語 の よ う に 日 本 語 を 音 節 で 捉 え た 方 法 で あ る と い

う （ 佐 藤 : 2 0 1 9 ） 2 9 。  

《 N o b o d y 》 の 歌 詞 で は 、 日 本 語 を モ ー ラ で 捉 え 、 音 符 に 充 て た こ

 

2 7  佐 藤 良 明 、 同 書 、 2 2 8 頁 か ら 抜 粋 し た 。  

2 8  小 川 博 司 、 前 掲 書 、 6 6 - 6 8 頁  

2 9  佐 藤 良 明 、 前 掲 書 、 2 2 8 - 2 2 9 頁  



22 

 

と 、 さ ら に テ ヌ ー ト 3 0 気 味 に 聞 こ え る 歌 い 方 が 相 ま っ て 、 原 曲 の リ

ズ ム 感 が 損 な わ れ て い る 。 で は 、 モ ー ラ で は な く 日 本 語 を 韓 国 語 と

同 じ よ う に 音 節 で 捉 え る 方 法 は ど う だ ろ う か 。  

2 - 2 - 3  具 体 例 ③  音 節 ：《 L U C I F E R 》  

以 下 の 楽 譜 は 、 S H I N e e の 《 L U C I F E R 》（ 2 0 1 0 ) の 冒 頭 の 原 曲 と 日

本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 を 示 し た も の で あ る 。 韓 国 語 詞 で は 、 １ 音 符

に パ ッ チ ム を 含 む 音 節 （ 子 音 で 終 わ る 音 節 ） が 充 て ら れ て い る 箇 所

を 黄 色 で 、 日 本 語 詞 で は 1 音 符 に 複 数 の 音 節 が 充 て ら れ て い る 箇 所

を 緑 で 表 し た 。 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 は 、 １ 音 符 １ モ ー ラ の 規 則

で は な く 、 モ ー ラ を 基 本 と し 、 所 々 に 音 節 に 切 り 替 え て 、 詞 を 充 て

て い る こ と が 分 か る 。  

 

3 0  音 楽 用 語 で 、 音 符 の 表 す 長 さ を 十 分 に 保 っ て 演 奏 す る こ と  
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し か し 、 実 際 に 曲 を 聴 い て み る と 、 早 口 で 歌 い づ ら そ う で あ る 。 筆

者 が こ の 楽 譜 を 作 る 際 も 、ど の 音 符 に ど の 音 を 充 て る の か が 曖 昧 で 、

歌 詞 を 打 ち 込 む 作 業 が 困 難 を 極 め た 。 と い う の も 、 音 節 と い う 単 位

で 歌 詞 を 音 符 に 充 て る と 言 っ て も 、 す べ て の 語 を 全 く 自 由 に 充 て ら

れ る と い う わ け で は な い 。 言 語 学 の 分 野 に お け る 言 語 の 分 節 単 位 に

注 目 し た V a n c e  （ 1 9 8 7 :  6 7 − 7 0 ） に よ れ ば 、 基 本 的 に 1 モ ー ラ に つ

き 1 つ の 音 符  が 付 与 さ れ 、 2 モ ー ラ が 1 つ の 音 符 に 対 応 す る 場 合
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は 、 特 殊 モ ー ラ を 含 む 2 モ ー ラ 1 音 節 の 場 合 が 圧 倒 的 に 多 い と い う

3 1 。し た が っ て 、《 L U C I F E R 》の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン 冒 頭 の「 そ う ・ か ・

く す ・ こ ・ と ・ さ え 」 の 部 分 で 考 え て み る と 、「 ♪ ＝ そ う 」 や 「 ♪ ＝

く す 」、「 ♪ ＝ さ え 」 の よ う な 特 殊 モ ー ラ を 含 ま な い 2 モ ー ラ を １ 音

符 に 充 て る こ と は 稀 で あ る の だ 。 た だ し 、 J - P O P の 歌 詞 に も 特 殊 モ

ー ラ 以 外 の 複 数 モ ー ラ の 音 を １ 音 符 に 充 て た 例 も あ る 。 し か し 、 そ

れ ら は あ く ま で も 数 か 所 で あ り 、 ま た 、 そ れ を 保 証 す る 日 本 語 の 言

語 構 造 が あ る こ と が 報 告 さ れ て い る （ 第 3 章 に て 詳 し く 触 れ る ）。

《 L U C I F E R 》の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の よ う に １ 音 符 に 複 数 モ ー ラ を 充

て る 箇 所 が 連 発 し て い る 例 は 稀 で あ る 。 こ の よ う に 、 音 節 で 歌 詞 を

音 に 充 て る と い っ て も 、 特 殊 モ ー ラ を 含 ま な い 複 数 モ ー ラ の 語 を １

音 符 に 充 て て し ま え ば 、 か え っ て 早 口 で 歌 い に く く な る 場 合 も あ る

の だ 。  

そ れ に 対 し て 、 韓 国 語 に よ る 原 曲 の 歌 詞 は ど う だ ろ う か 。 パ ッ チ

ム を 含 む 音 節 が 充 て ら れ て い る 箇 所 は 1 4 か 所 あ り 、 日 本 語 の 撥 音

に 似 た 終 声 「 ㄴ ・ ㅇ ・ ㅁ 」 が 1 1 か 所 、 語 末 に ｌ の 発 音 を す る 「 ㄹ 」

が 3 か 所 に 見 ら れ る 。 ご く 自 然 に 歌 わ れ て お り 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン

 

3 1  V a n c e ,  T .  J .  ,  A n  I n t r o d u c t i o n  t o  J a p a n e s e  P h o n o l o g y .  A l b a n y :  

S t a t e  U n i v e r s i t y  o f  N e w  Y o r k  P r e s s .  6 7 - 7 0 − 平 田 秀 、『 2 0 1 0 年 ～

2 0 1 6 年 の 日 本 語 歌 謡 曲 に お け る 特 殊 モ ー ラ 』「 東 京 大 学 言 語 学 論

集 」 3 8 、 5 2 頁  
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の よ う な 早 口 に は 聞 こ え な い 。 さ ら に 、 こ れ ら の パ ッ チ ム を 含 む 音

節 が あ る こ と に よ っ て 、 同 じ 音 程 の ８ 分 音 符 が 連 続 す る メ ロ デ ィ ー

の 中 に 、 細 か な リ ズ ム 感 が 生 ま れ て い る 。  

 

2 - 3  日 本 語 歌 謡 に お け る 音 韻 問 題  

2 - 3 - 1  言 語 学 の 分 野 に お け る 日 本 語 と リ ズ ム の 関 係  

 さ て 、 こ こ ま で 韓 国 語 と 日 本 語 の 音 韻 問 題 に つ い て 述 べ て き た 。

こ の 章 で は 、 言 語 学 の 分 野 に お け る 日 本 語 と リ ズ ム の 関 係 に つ い て

の 先 行 研 究 を 踏 ま え 、 さ ら に 日 本 語 の 歌 詞 に つ い て 検 討 し て い く 。  

言 語 学 の 分 野 に お い て も 、 日 本 語 の 「 モ ー ラ 」 と 「 音 節 」 と い う

２ つ の リ ズ ム 単 位 を め ぐ り 、 さ ま ざ ま な 議 論 が な さ れ て き た 。 日 本

語 に お け る モ ー ラ と 音 節 の 関 係 に つ い て 整 理 す る と 、 次 の よ う に な

る 。  

( 1 ) モ ー ラ  

 a  自 立 モ ー ラ （ m ）： よ 、 こ 、 は 、 ま  

 b  特 殊 モ ー ラ （ M ）： 撥 音 （ ん ）、 促 音 （ っ ）、 長 音 （ ー ）、 二 重 母

音 第 二 要 素 （ い ）  

( 2 ) 音 節 量 （ s y l l a b l e  w e i g h t ）  

 a  軽 音 節 （ L ）： １ モ ー ラ 音 節 （ 自 立 モ ー ラ [ m ] ）  

 b  重 音 節（ H ）： ２ モ ー ラ 音 節（ 自 立 モ ー ラ ＋ 特 殊 モ ー ラ [ m M ] ）  
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 c  超 重 音 節 （ S ）： 3 モ ー ラ 音 節 （ 自 立 モ ー ラ ＋ 特 殊 モ ー ラ ＋ 特

殊 モ ー ラ [ m M M ] ）  

（ 田 中 ： 2 0 0 8 ） 3 2  

特 殊 モ ー ラ が 独 立 し た 単 位 と し て ふ る ま え ば 、( 1 ) の モ ー ラ に 基 づ く

言 語 と い う こ と に な り 、 そ れ が 独 立 し て い な け れ ば 、 多 く の 言 語 と

同 様 、( 2 ) の 音 節 に 基 づ く 言 語 と い う 議 論 で あ る 。そ の 根 拠 と し て 歌

謡 は 関 心 を 集 め て き た 。特 殊 モ ー ラ に 対 す る 音 符 付 与 が ( 3 ) a で あ れ

ば モ ー ラ を 、( 3 ) b で あ れ ば 音 節 を 支 持 す る も の と し て 解 釈 さ れ る わ

け で あ る （ 田 中 ： 2 0 0 8 ） 3 3 。  

( 3 )  

a ( モ ー ラ )  b ( 音 節 )  

♩ ♩  ♩  

｜ ｜  ∧  

ｍ  Ｍ  m  M  

特 殊 モ ー ラ の 音 符 付 与 に 着 目 し 、 分 節 単 位 が モ ー ラ か 音 節 か と い う

こ と を 分 析 し た 研 究 は 複 数 あ り 、 氏 平 ( 1 9 9 6 ) 、 窪 薗 ( 1 9 9 9 ) 、 田 中

( 2 0 0 0 、2 0 0 8 ) が 挙 げ ら れ る 。こ れ ら の 先 行 研 究 で は 、楽 譜 に お い て 、

 

3 2  田 中 真 一 、『 言 語 の 韻 律 構 造 と 歌 の リ ズ ム ・ メ ロ デ ィ ー 』、「 日 本

語 学 」 2 7 、 1 9 頁  

3 3  田 中 真 一 、 同 書 、 1 9 頁  
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特 殊 モ ー ラ が 独 立 し た １ つ の 音 節 を 与 え ら れ て い る か 否 か を 基 準 に 、

歌 謡 に お け る 特 殊 モ ー ラ の 自 立 性 を 考 察 し て い る 。 そ の 結 果 か ら 、

作 曲 さ れ た 年 代 が 下 る に し た が っ て 特 殊 モ ー ラ の 自 立 性 が 低 下 し て

い る 、 す な わ ち モ ー ラ か ら 音 節 へ と 音 符 の 分 節 単 位 が 移 行 し て い る

こ と が 報 告 さ れ て い る ( 平 田 : 2 0 1 7 ) 3 4 。  

2 - 3 - 2  狭 母 音 の 弱 化 ・ 脱 落  

さ ら に 、 興 味 深 い の は 、 田 中 （ 2 0 0 8 ） に よ る 狭 母 音 の 弱 化 ・ 脱 落

に つ い て の 指 摘 で あ る 。 先 述 し た V a n c e ( 1 9 8 7 ) の 指 摘 の よ う に 、 J -

P O P の 歌 詞 に お い て も 、 １ 音 符 に 乗 せ ら れ る 複 数 モ ー ラ 音 節 は 、 原

則 特 殊 モ ー ラ を 含 む 音 節 に 限 定 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 近 年 の

J - P O P で は 、 そ の 法 則 を 破 っ た 例 も あ る と い う 。 そ れ を 可 能 に す る

の が 、狭 母 音 の 弱 化 ・ 脱 落 で あ る 。狭 母 音 と は 、/ i / や / u / の よ う な 口

を 閉 じ 加 減 に し た 母 音 で あ る 。 田 中 に よ れ ば 、 自 然 発 話 で は 、 と く

に / t / や / k / 、 / s / な ど の 無 声 子 音 に 挟 ま れ た 環 境 な ど で 、 完 全 な 母 音

と し て 発 音 さ れ な か っ た り 、 あ る い は 脱 落 し た り す る 。 音 楽 で は 、

基 本 的 に そ れ ら が 補 正 さ れ 、 無 声 化 環 境 に あ る / i , u / も ( / a , e , o / と 同

様 ) 明 瞭 に 発 声 さ れ る と い う 3 5 。と こ ろ が 、近 年 の J - P O P で は 、作 譜

の レ ベ ル で も / i / や / u / を 弱 化 ・ 脱 落 さ せ る こ と に よ っ て 、 そ れ を 含

 

3 4  平 田 秀 、 前 掲 書 、 6 1 頁  

3 5  田 中 真 一 、 前 掲 書 、 2 3 - 2 4 頁  
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む 自 立 モ ー ラ の 連 続 （ ２ モ ー ラ ） に 対 し て 、 １ 音 符 を 与 え る 方 策 が

散 見 さ れ る よ う に な っ た 。例 え ば 、M r . C h i l d r e n の《 E v e r y t h i n g ( i t ’ s  

y o u ) 》( 1 9 9 7 ) で は 、「 し て：s ( i ) t e 」の よ う な / i / 音 の 脱 落 が 見 ら れ る 。

伝 統 的 な 作 詞 の 方 法 で は 、「 し て 」と い う 語 は 特 殊 モ ー ラ を 含 ま な い

２ モ ー ラ ２ 音 節 で あ り 、１ 音 符 に は 充 て る こ と が で き な い 。し か し 、

/ i / の 脱 落 に よ っ て モ ー ラ 数 を 減 ら す こ と に 成 功 し た と 言 え る 。  

3 6  

田 中 は 、 こ れ に よ っ て 音 符 に た い す る 言 葉 の 量 を 増 や し 、 か つ 、 英

語 （ 洋 楽 ） の 構 造 と 似 せ る こ と に 成 功 し て い る と 指 摘 す る ( 田

中 : 2 0 0 8 ) 3 7 。こ れ は 、佐 藤 ( 2 0 1 9 ) に よ る「 桜 井 和 寿 の 歌 い 方 が 、英 語

の よ う に 日 本 語 を 音 節 で 捉 え た 方 法 で あ る 3 8 」と い う 指 摘 に 重 な る 。

桜 井 の 洋 楽 的 な 歌 い 方 は 、 こ の よ う な 言 語 構 造 に 支 え ら れ て い る の

 

3 6  田 中 真 一 、 前 掲 書 、 2 4 頁 の 楽 譜 を 参 考 に 筆 者 が 譜 面 に 起 こ し

た 。  

3 7  田 中 真 一 、 同 書 、 2 4 頁  

3 8  佐 藤 良 明 、 前 掲 書 、 2 2 9 頁  
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だ 。  

さ ら に 、 ３ モ ー ラ に 対 し て 母 音 脱 落 を 経 た 疑 似 的 な 超 重 母 音 を 形

成 し 、 そ れ ら を １ 音 符 で 表 す 例 も 見 受 け ら れ る 。 ス ピ ッ ツ の 代 表 曲

《 チ ェ リ ー 》 ( 1 9 9 6 ) の サ ビ だ 。  

3 9  

こ れ ら は 、 伝 統 的 な 作 詞 法 か ら は 逸 脱 し て い る の だ が 、 同 時 に そ れ

を 支 え る 言 語 構 造 も 存 在 す る こ と も 忘 れ て は な ら な い 。  

 

2 - 4  韓 国 語 歌 謡 に お け る 音 韻 問 題  

2 - 4 - 1  「 K - P O P 」 の 成 り 立 ち  

 こ こ で は 、 韓 国 に お け る 楽 曲 の リ ズ ム と 歌 詞 の 関 係 に つ い て 考 え

る 。 そ も そ も 、「 K - P O P 」 と は 、 金 に よ る と 、 2 0 0 0 年 頃 「 J - P O P 」 の

相 対 概 念 と し て 韓 国 の ポ ッ プ ス を 定 義 す る た め に 日 本 で 生 ま れ た 言

葉 で あ る 。「 J - P O P 」が 日 本 の ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 全 体 を 指 す 一 方 で 、「 K -

P O P 」 は 韓 国 の ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 の 一 部 だ け を 指 し 、 海 外 に 輸 出 す る

 

3 9  田 中 真 一 、 前 掲 書 、 2 5 頁 の 楽 譜 を 参 考 に 筆 者 が 譜 面 に 起 こ し

た 。  
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た め に 韓 国 で 作 ら れ た ポ ピ ュ ラ ー 音 楽 を 定 義 し て い る 4 0 。 こ こ で 、

K - P O P と い う ジ ャ ン ル が ど の よ う に 形 成 さ れ た の か 、簡 単 に 触 れ て

お く 。金 に よ れ ば 、K - P O P の 原 型 が 台 頭 し た の は 、1 9 8 7 年 か ら 1 9 9 7

年 の あ い だ で あ る 4 1 。 こ の 期 間 は 、 韓 国 社 会 に お い て 民 主 化 、 開 放

化 、 国 際 化 と い う 大 き な 転 換 期 に あ っ た 。 韓 国 の 音 楽 産 業 は 、 日 本

と ア メ リ カ か ら 多 大 な 影 響 を 受 け て 形 成 さ れ た も の で あ る が 、 そ れ

ま で ほ ぼ 一 方 的 に 模 倣 す る だ け に と ど ま っ て い た の に 対 し 、 こ の 転

換 期 に 、「 韓 国 的 な も の 」 を 創 出 す る 流 れ が 一 気 に 加 速 し た 。 8 0 年

代 に は 、 少 年 隊 を 明 ら か に 模 倣 し た と 思 わ れ る 男 性 3 人 組 の 「 ソ バ

ン チ ャ （ 소 방 차 ）」 な ど 、 日 本 の ア イ ド ル を 模 し た ア イ ド ル や 、 マ ド

ン ナ を 彷 彿 と さ せ る よ う な 圧 倒 的 な 歌 唱 力 と ダ ン ス パ フ ォ ー マ ン ス 、

鮮 烈 な ル ッ ク ス で 人 気 を 誇 っ た 「 キ ム ・ ワ ン ソ ン （ 김 완 선 ）」 な ど 、

日 米 そ れ ぞ れ の ア イ ド ル （ i d o l ） を 模 倣 し た ア ー テ ィ ス ト が 活 躍 し

た 。そ ん な 中 、韓 国 の 音 楽 産 業 に 変 化 の き っ か け を も た ら し た の が 、

1 9 9 0 年 代 の ア メ リ カ に お け る ラ ッ プ・ヒ ッ プ ホ ッ プ の 主 流 化 で あ る 。

韓 国 の 若 い ミ ュ ー ジ シ ャ ン た ち は 、 素 早 く 反 応 し 、 自 分 た ち の 表 現

様 式 に ラ ッ プ ・ ヒ ッ プ ホ ッ プ を 取 り 入 れ た の だ 。そ の 代 表 格 が 1 9 9 2

年 に デ ビ ュ ー し た 「 ソ テ ジ ワ ア イ ド ゥ ル （ 서 태 지 와  아 이 들 ）」 で あ

 

4 0  金 成 玟 、「 K - P O P  新 感 覚 の メ デ ィ ア 」、 5 6 - 5 8 頁  

4 1  金 成 玟 、 同 書 、 4 頁  
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る 。 彼 ら は 、 韓 国 語 を ラ ッ プ の ビ ー ト に 乗 せ 、 教 育 問 題 な ど の 社 会

問 題 に 対 す る 訴 え を 音 楽 に 盛 り 込 み 、 い く つ も の 議 論 を 社 会 に 巻 き

起 こ し た 。 韓 国 社 会 は 彼 ら の 訴 え に 熱 く 反 応 し 、 そ の 影 響 の 大 き さ

か ら マ ス メ デ ィ ア で は 、「 文 化 大 統 領 」と 称 さ れ た と い う（ 金：2 0 1 8 ）

4 2 。 そ れ ま で の 韓 国 の 音 楽 産 業 は 、 日 米 両 国 の 影 響 を 強 く 受 け て い

た が 、 ヒ ッ プ ホ ッ プ の 流 行 と J - P O P の 剽 窃 に 対 す る 問 題 意 識 4 3 に よ

っ て 、 9 0 年 代 に は J - P O P か ら 距 離 を 取 る よ う に な っ て い っ た 。 そ

の 結 果 、K - P O P の 音 楽 面 で は 、J - P O P よ り も ア メ リ カ 製 の ポ ッ プ ス

の 要 素 が よ り 反 映 さ れ て い る 。  

2 - 4 - 2  K - P O P 以 前 の 韓 国 歌 謡 ： ト ロ ッ ト  

 で は 、K - P O P が 成 立 す る 以 前 の 韓 国 の 歌 謡 曲 は ど の よ う な も の で

あ っ た の か 。韓 国 の 歌 謡 曲 と し て 、重 要 な 位 置 を 占 め る の が 、「 ト ロ

ッ ト 」 と い う 日 本 の 演 歌 に 似 た ジ ャ ン ル で あ る 。 小 林 に よ る と 、 ト

ロ ッ ト は 日 本 の 演 歌 に 非 常 に よ く 似 た リ ズ ム や メ ロ デ ィ 、 曲 の 雰 囲

気 を も つ 歌 だ と い う （ 小 林 ： 2 0 1 9 ）。 ト ロ ッ ト は 、 韓 国 が 「 漢 江 の 奇

跡 」と 呼 ば れ る 経 済 成 期 を 迎 え た 1 9 6 0 年 代 か ら 8 0 年 代 に か け て 広

 

4 2  金 成 玟 、 同 書 、 2 3 - 2 4 頁  

4 3  金 ( 2 0 1 8 : 4 2 頁 ) に よ れ ば 、 韓 国 国 内 で J - P O P は 日 本 統 治 の 残 滓

で あ り 、「 倭 色 」 と し て 厳 し く 取 り 締 ま ら れ て い た が 、 同 時 に J -

P O P の 模 倣 や 剽 窃 を 促 す 側 面 も あ っ た 。 し か し 9 0 年 代 に 入 り 、 こ

の よ う な 剽 窃 に 関 し て の 問 題 意 識 が 徐 々 に 強 ま っ た の だ と い う 。  
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く 親 し ま れ て い た 。 さ ら に 、 7 0 年 代 に は 、 趙 容 弼 （ チ ョ ー ・ ヨ ン ピ

ル ）、 李 成 愛 （ イ ・ ソ ン ア ） の よ う な 韓 国 人 歌 手 が 日 本 デ ビ ュ ー を 果

た し 、 韓 国 の ト ロ ッ ト を 日 本 語 で 歌 っ て い た 。 彼 ら は N H K 紅 白 歌

合 戦 に 出 場 し て い た こ と も あ っ た が 、 日 本 で は 韓 国 の 「 ト ロ ッ ト 」

と し て 区 別 さ れ て い た 訳 で は な く 、 演 歌 と 同 じ ジ ャ ン ル と さ れ て い

た 。K - P O P が 台 頭 す る 以 前 に も 、韓 国 で つ く ら れ た 楽 曲 の 日 本 語 バ

ー ジ ョ ン が 、 日 本 で 披 露 さ れ る 事 例 が あ っ た の だ 。 こ れ ら の 歌 謡 曲

は 、 演 歌 に 酷 似 し て い る こ と か ら 、 そ の 詞 は よ り 日 本 の 歌 謡 曲 の 歌

詞 を 反 映 し て い る 可 能 性 が 高 い の で は な い だ ろ う か 。 で は 、 具 体 的

に 日 韓 の 歌 詞 を 比 較 し て い く 。  

 以 下 に 、 パ テ ィ ・ キ ム が 1 9 8 9 年 に 紅 白 歌 合 戦 で 披 露 し た 《 離 別

（ イ ビ ョ ル ）》( 1 9 7 3 ) の 楽 譜 を 示 し た 。上 段 に 日 本 語 詞 、下 段 に 韓 国

語 詞 を 表 し た 。 こ の 曲 の 作 詞 作 曲 を 手 掛 け た の は 、 6 0 年 代 か ら 8 0

年 代 の 韓 国 歌 謡 を 代 表 す る 作 曲 家 ・ 演 奏 家 で あ る 吉 屋 潤 （ よ し や じ

ゅ ん ／ キ ル ・ オ ギ ュ ン ）で あ る 。キ ル は 1 9 4 6 年 に 駐 韓 米 軍 基 地 部 隊

で ジ ャ ズ 演 奏 家 （ サ ッ ク ス ） と し て デ ビ ュ ー し 、 5 0 年 代 に は 日 本 で

吉 屋 潤 を 日 本 語 読 み し た 「 よ し や ・ じ ゅ ん 」 と い う 名 前 で 活 躍 し た

（ 金 ： 2 0 1 8 ） 4 4 。《 離 別 》 の 日 本 語 詞 も キ ル が 担 当 し て い る 。  

 

4 4  金 成 玟 、 前 掲 書 、 3 頁  
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 ま ず 、 日 本 語 詞 で は 、「 ～ で し ょ う 」 の 語 尾 「 し ょ う 」 が 2 分 音 符

ま た は 全 音 符 に 充 て ら れ て い る 4 か 所 を 除 く す べ て の 歌 詞 が 、 専 ら

1 音 符 １ モ ー ラ の 規 則 に 則 っ て 充 て ら れ て い る こ と が 分 か る 。「 し ょ

う 」 も 長 音 （ し ょ ー ） の よ う に 音 符 の 長 さ に 合 わ せ て 伸 ば し て 発 音

さ れ る た め 、 窮 屈 に は 感 じ な い 。 キ ル は 、 演 歌 の よ う な 日 本 語 で 歌

わ れ る 歌 謡 曲 の 詞 を 理 解 し た 上 で 日 本 語 詞 を 作 詞 を し て い た こ と が

分 か る 。  

 一 方 、韓 国 語 詞 は ど う だ ろ う か 。冒 頭 の 歌 詞「 어
お

쩌
っちょ

다
だ

 생
せ n

각
が

이
ぎ

 나
な

겠
げっ

지
ち

」 で は 、「 어 」「 생 」「 나 」 が 音 符 に 合 わ せ て 伸 ば し て 歌 わ れ て お

り 、 次 の 「 냉
ね n

정
ぢょ n

한
は n

 사
さ

람
ら

이
み

지
じ

만
ま n

」 で は 、「 정 한 」 の 部 分 が そ れ ぞ れ

8 分 音 符 １ つ に 充 て ら れ 、 リ ズ ム を 作 り 出 し て い る 。 韓 国 語 詞 で の

歌 唱 で は 、 音 符 に 合 わ せ て そ れ ぞ れ の 語 の 音 の 長 さ が 調 節 さ れ て い

る 。  

 こ の よ う に 、 日 本 の 歌 謡 か ら 影 響 を 受 け た ト ロ ッ ト で も 、 韓 国 語

の 歌 詞 で は 、「 １ 音 符 １ モ ー ラ 」の 規 則 を 引 き 継 ぐ 傾 向 は な く 、音 符

に 合 わ せ て 音 の 長 さ を 調 節 し 、 極 め て 自 由 に 譜 割 り が な さ れ て い る

こ と が 分 か る 。 そ も そ も 、 韓 国 語 に は モ ー ラ と い う 分 節 単 位 が 存 在

し な い た め 、 歌 詞 と し て 音 に 充 て る 際 に 、 日 本 語 の よ う な 工 夫 は 必

要 で な か っ た と も 言 え る 。 こ れ は 、 ア メ リ カ 製 の 音 楽 を ベ ー ス に し

た K - P O P の 歌 詞 に も 共 通 し て い る こ と だ 。韓 国 語 と い う 言 語 は 、ポ
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ッ プ ス の 音 に 乗 せ る た め に そ れ ほ ど 苦 労 を 要 し な か っ た 。  

4 5  

 

4 5  朝 倉 喬 司 他 、 佐 藤 邦 夫 編 「 気 分 は ソ ウ ル  韓 国 歌 謡 大 全 」、 1 8 2

頁 掲 載 の 楽 譜 を 参 考 に 筆 者 が 採 譜 し 、 楽 譜 に 起 こ し た 。  
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2 - 5  J - P O P の 韓 国 語 バ ー ジ ョ ン  

2 - 5 - 1  J - P O P の 韓 国 語 カ バ ー は リ ズ ム に 乗 っ て い る の か  

こ こ で は 、 K - P O P の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン と 対 照 と な る J - P O P が 韓

国 語 で カ バ ー さ れ た 曲 の 例 を 参 照 す る 。 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の よ う な

リ ズ ム 感 の 悪 さ な ど は 、 韓 国 語 バ ー ジ ョ ン に は あ ら わ れ な い の だ ろ

う か 。  

ま ず 、 そ の 訳 し 方 に は 、 ２ つ の 方 法 が 存 在 す る こ と が 分 か っ た 。

① ほ ぼ 直 訳 し て い る も の 、 ② 歌 詞 の 内 容 が か な り 変 わ っ て い る も の

の ２ つ で あ る 。  

ま ず 、 ① ほ ぼ 直 訳 さ れ た 楽 曲 に つ い て 、 詳 し く 見 て い く 。  

전 혜 선《 지 지 마 》 ( 2 0 0 4 )（ チ ョ ン ヘ ソ ン 《 負 け る な 》）（ 原 曲 ： Z A R D

《 負 け な い で 》 ( 1 9 9 3 ) ）  

【 韓 】  

지
ち

지
ぢ

말
ま

아
ら

요
よ

 꼭
こっ

 조
ちょ

금
ぐ m

만
ま n

 더
ど

（ 負 け な い で  も う 少 し だ け ）  

우
う

리
り

 미
み

래
れ

로
ろ

 끝
くっ

까
っか

지
ぢ

 달
た l

려
りょ

요
よ

（ 私 た ち の 未 来 へ 最 後 ま で 走 ろ

う ）  

아
あ

무
む

리
り

 떨
っと

어
ろ

져
ぢょ

 있
いっ

다
た

해
へ

도
ど

（ ど ん な に 離 れ て い て も ）  

내
ね

 마
ま

음
う

은
む n

 항
は n

상
さ n

 옆
よ

에
っぺ

 있
い

어
っそ

요
よ

（ 私 の 心 は い つ も 傍 に い る わ ）  

쫓
ちょ

아
っちゃ

가
が

요
よ

 우
う

리
り

 아
あ

득
どぅ

히
っき

 먼
も n

 꿈
く

을
む l

（ 追 い か け て ね  私 た ち は

る か 遠 い 夢 を ）  
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【 日 】  

負 け な い で  も う 少 し  最 後 ま で 走 り 抜 け て  

ど ん な に 離 れ て て も  心 は そ ば に い る わ  追 い か け て 遥 か な 夢

を  

カ バ ー 曲 と 原 曲 の サ ビ ( 0 : 5 4 ~ ) の 歌 詞 を 抜 粋 し た 。そ れ ぞ れ の 歌 詞 を

照 ら し 合 わ せ て み て も 、忠 実 に 韓 国 語 に 訳 さ れ て い る こ と が 分 か る 。

ま た 、 音 に 歌 詞 を 乗 せ て も ス ム ー ズ に 歌 う こ と が で き る た め 、 特 に

不 自 然 な 感 じ は し な い 。 サ ビ だ け で な く 、 曲 全 体 を 通 し て 同 じ こ と

が 言 え る 。  

정 재 욱 《 가 만 히  눈 을  감 고 》 ( 2 0 0 6 ) （ チ ョ ン ジ ェ ウ ク 《 そ っ と 目

を 閉 じ て 》）  

（ 原 曲 ： 平 井 堅 《 瞳 を と じ て 》 ( 2 0 0 4 ) ） ( 1 : 3 5 ~ )  

【 韓 】  

y o u r  l o v e  f o r e v e r  

가
か

만
ま

히
に

 눈
ぬ

을
ぬ l

 감
か m

고
ご

 그
く

대
で

를
る l

 그
く

리
り

네
ね

요
よ

（ そ っ と 瞳 を と じ て  君

を 描 く よ ）  

손
そ

에
ね

 닿
だ

을
う l

 듯
どぅ

 가
っか

까
っか

이
い

（ 手 に 触 れ る よ う に 近 く ）  

계
け

절
ぢょ

이
り

 변
ぴょ

해
ね

가
か

듯
どぅっ

 무
む

심
し

히
み

 내
ね

 영
よ n

혼
お

을
ぬ l

（ 季 節 が 変 わ っ て い く

よ う に  無 情 に 僕 の 魂 を ）  

지
ち

나
な

쳐
ちょ

버
ぼ

린
り n

다
だ

해
へ

도
ど

（ 通 り 過 ぎ て し ま っ た と し て も ）  
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【 日 】  

y o u r  l o v e  f o r e v e r  

瞳 を と じ て  君 を 描 く よ  そ れ だ け で い い  

た と え 季 節 が  僕 の 心 を  置 き 去 り に し て も  

こ ち ら も 、 原 曲 に 忠 実 に 作 詞 さ れ て い る 。 こ の 曲 の 韓 国 語 詞 を 手 掛

け た の は S M エ ン タ テ イ メ ン ト 専 属 の ソ ン グ ラ イ タ ー で あ る

K e n z i e 4 6 で あ る 。原 曲 の「 そ れ だ け で い い 」に 相 当 す る 箇 所 に 着 目 す

る と 、 原 曲 に よ く 似 た 音 が 使 わ れ て い る こ と が 分 か る （ 赤 字 に 示 し

た 部 分 に は 同 じ 音 が 使 わ れ て い る ）。  

【 韓 】 손 에  닿 을  듯  가 까 이  

S o - N e  D a - e u l  D e u t  G a k k a i  

【 日 】 そ れ だ け で い い  

S o - R e - D a - K e - D e  I - I  

こ の よ う に 、音 を 重 視 し て 訳 詞 を 充 て 、原 曲 の 雰 囲 気 を 残 す こ と は 、

他 の カ バ ー 曲 で も 多 く み ら れ る 。 以 下 も そ の 例 で あ る 。  

A y u m i《 C u t i e  H o n e y 》 ( 2 0 0 6 )（ 原 曲 ： 倖 田 來 未 《 キ ュ ー テ ィ ー ハ

ニ ー 》 ( 2 0 0 4 ) ） ( 0 : 3 1 ~ )  

【 韓 】  

 

4 6  1 9 7 6 年 に 日 本 で 生 ま れ た 韓 国 人 。 多 く の ヒ ッ ト 曲 を 生 み 出 し て

い る 。  
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답
た

해
っぺ

 답
た

해
っぺ

봐
ぼぁ

라
ら

 답
た

해
っぺ

 답
た p

답
たっ

하
ぱ

잖
ぢゃ

아
な

（ 答 え て  答 え て み て よ  答

え て  じ れ っ た い じ ゃ な い ）  

【 日 】  

だ っ て  な ん だ か  だ っ て  だ っ て な ん だ も ん  

日 本 語 の 「 だ っ て 」 と 似 た 発 音 を す る 「 답
たっ

해
ぺ

」 を 使 う こ と で 、 原 曲

の リ ズ ム 感 が 活 き て い る と 言 え る 。 こ の 曲 は 、 元 S u g a r の メ ン バ ー

で 、 自 身 は 在 日 3 世 で あ る A y u m i 4 7 が 自 ら 日 本 語 詞 を 手 掛 け 、 歌 唱

も 担 当 し て い る 。  

 次 に ② 内 容 に 変 更 が 加 え ら れ て い る も の に つ い て み て い く 。  

T h e  N u t s （ 더  넛 츠 ）《 사 랑 의  바 보 ( L o v e  F o o l ) 》 ( 2 0 0 4 ) （ 原 曲 ：

W A N D S ・ 中 山 美 穂 《 世 界 中 の 誰 よ り き っ と 》 ( 1 9 9 3 ) ） ( 韓 1 : 0 2 ~ 、

日 0 : 4 2 ~ )  

【 韓 】  

원 하 는  좋 은  사 람  나 타 날  때  까 지 （ 願 っ て る よ う な い い 人 が 現

れ る ま で ）  

난  잠 시  그 녈  지 켜 줄  뿐 야 （ 僕 は し ば ら く 彼 女 を 見 守 る だ け だ ）  

아 무 것 도  바 라 는  것  없 기 에 （ 何 も 願 う こ と は な い か ら ）  

그  걸 로 도  감 사 해 （ そ れ で も 感 謝 す る よ ）  

 

4 7  1 9 8 4 年 生 ま れ 。 ソ ロ で は I C O N I Q 、 日 本 で は 伊 藤 ゆ み と し て 、

歌 手 や 女 優 な ど 多 岐 に わ た っ て 活 動 し て い る 。  
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언 제 든  필 요 할  땐  편 히  날  쓰 도 록（ い つ で も 必 要 な と き は 気 楽 に

僕 を 使 う よ う ）  

늘  닿 는  곳 에  있 어  줄 거 야 （ い つ も 届 く と こ ろ に い て あ げ る よ ）  

어 느  날  말 없 이  떠 나 간 대 도（ あ る 日 言 葉 な く 去 っ て 行 く と し て も ） 

그  뒷 모 습 까 지 도  사 랑 할 래 （ そ の 後 ろ 姿 ま で 愛 す る よ ）  

【 日 】  

世 界 中 の 誰 よ り き っ と  熱 い 夢 見 て た か ら  

目 覚 め て は じ め て 気 づ く  つ の る 想 い に  

世 界 中 の 誰 よ り き っ と  果 て し な い そ の 笑 顔  

ず っ と 抱 き し め て い た い  季 節 を 越 え て い つ で も  

原 曲 の 歌 詞 は 、 カ ッ プ ル ら し き 男 女 の 恋 愛 を 思 わ せ る よ う な 歌 詞 で

あ る の に 対 し 、 カ バ ー 曲 で は 、 恋 人 に フ ラ れ た 男 性 （ 歌 詞 中 で 相 手

を 「 그 녀 / 彼 女 」 と 表 記 し て い る ） が 、 未 練 を 胸 に 彼 女 を 見 守 り た い

と い う 心 情 を 表 現 し た 歌 詞 内 容 で あ る 。 ま た 、《 瞳 を と じ て 》 や 《 キ

ュ ー テ ィ ー ハ ニ ー 》 に み ら れ た よ う な 似 た 音 を 使 う 技 法 な ど は 見 ら

れ ず 、 歌 詞 の 内 容 に も 変 更 が 加 え ら れ て い る も の の 、 曲 全 体 と し て

の 完 成 度 は 高 い 。  

 以 上 の よ う に 日 本 語 の 曲 が 韓 国 語 で カ バ ー さ れ た 例 を み て き た が 、

不 自 然 に 思 わ れ る よ う な 曲 は な い 。 む し ろ 、 音 を 似 せ て 訳 す と い う

よ う な 工 夫 に よ っ て 原 曲 の 雰 囲 気 を 残 し て い る 曲 も 多 い 。  
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2 - 5 - 2  日 本 人 歌 手 が 歌 う J - P O P の 韓 国 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞  

 さ て 、こ こ ま で は 韓 国 人 歌 手 が 歌 う カ バ ー 曲 を 参 照 し た 。し か し 、

本 稿 で 扱 っ て い る の は 、 大 半 が 韓 国 語 を 母 語 と す る K - P O P 歌 手 が

歌 う 日 本 語 バ ー ジ ョ ン で あ る 。 つ ま り 、 歌 手 の 母 語 で は な い 言 語 で

歌 わ れ た 曲 で あ る 。で は そ の 逆 で あ る 、日 本 人 歌 手 が 歌 う J - P O P の

韓 国 語 バ ー ジ ョ ン は ど う だ ろ う か 。  

日 本 で も 大 ヒ ッ ト し た m i h i m a r u G T の 《 気 分 上 々 ↑ ↑ 》 ( 2 0 0 6 ) に

は 韓 国 語 バ ー ジ ョ ン が 存 在 す る 。 ラ ッ プ 詞 は そ の ま ま 日 本 語 の ま ま

に な っ て い る も の の 、発 音 が ネ イ テ ィ ブ に 比 べ て 劣 る こ と を 除 け ば 、

原 曲 の 雰 囲 気 を 十 分 に 残 し た 詞 で あ る 。 さ ら に 、 冒 頭 の 歌 詞 を 参 照

す る と 、 似 た 音 が 多 く 、 原 曲 に 近 い 雰 囲 気 が 出 て い る 。「 気 分 」 は 、

漢 字 に 由 来 す る 漢 字 語 で 、 韓 国 語 で も 「 기 분 」（ キ ブ ン ） と ほ ぼ 同 じ

音 で あ る 。  

【 日 】  

H e y , D J  カ マ せ  Y e a h ,  Y e a h ,  Y e a h  気 分 上 々 の  

針 落 と せ  音 鳴 ら せ  パ ー リ ナ イ  

飲 も う  ラ イ ラ イ ラ イ  み ん な で 踊 れ ！  

H i p - H o p  O h  ピ ー ポ ー  か け て よ  ミ ラ ク ル n u m b e r  

【 韓 】  

H e y , D J  다
た

 같
が

이
っち

Y e a h ,  Y e a h ,  Y e a h  기
き

분
ぶ

이
に

 좋
ちょ

잖
っちゃ

아
な

（ み ん な で
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Y e a h  気 持 ち い い じ ゃ ん ）  

소
そ

리
り

 질
ち l

러
ろ

봐
ぼぁ

 음
う

악
ま

에
げ

 맞
まっ

춰
ちょ

 P a r t y  N i g h t （ 音 上 げ て  音 楽 に 合

わ せ て  パ ー リ ナ イ ）  

마
ま

시
し

자
ぢゃ

 라
ら

이
い

 라
ら

이
い

 라
ら

이
い

 다
た

 같
が

이
っち

 춤
ちゅ

을
む l

 춰
ちょ

（ 飲 も う  ラ イ ラ

イ ラ イ  み ん な 踊 れ ）  

H i p - H o p  O h  p e o p l e  우
う

리
り

 만
ま

의
ね

 M i r a c l e  n u m b e r （ わ た し た ち だ

け の ミ ラ ク ル ナ ン バ ー ）  

こ の よ う に 、 日 本 語 ➡ 韓 国 語 に 訳 し た 楽 曲 で は 、 歌 詞 が リ ズ ム に 乗

ら な い と い う 問 題 は 起 こ っ て お ら ず 、 む し ろ 、 原 曲 の 音 に 似 せ て 訳

す な ど 、 工 夫 が 見 ら れ る 。 つ ま り 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が リ ズ ム に 乗

っ て い な い こ と の 原 因 は 、 日 本 語 単 独 の 問 題 で あ る と 思 わ れ る 。  

 

2 - 6  発 音 ・ 音 韻 以 外 の 原 因  

2 - 6 - 1  具 体 例 ④  発 音 ・ 音 韻 の 問 題 を 回 避 し て も な お 、リ ズ ム に

乗 っ て い な い 歌 詞  

 こ こ ま で 両 言 語 の 歌 詞 に お け る 言 語 の 分 節 単 位 に ま つ わ る 問 題 を

考 察 し て き た 。 特 に 日 本 語 を 歌 詞 に 充 て る に は 、 モ ー ラ と 音 節 と い

う 分 節 単 位 を 切 り 替 え る な ど 、 リ ズ ム に 乗 せ る た め の 工 夫 が 必 要 で

あ る こ と が 分 か っ た 。 逆 に 、 こ の よ う な 言 語 に よ る 制 約 を 回 避 す れ

ば 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 も リ ズ ム に 乗 せ る こ と が で き る の で は
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な い だ ろ う か 。  

B I G B A N G 4 8 の 《 B A N G  B A N G  B A N G 》 ( 2 0 1 5 ) の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン

の 歌 詞 は 、 こ れ ま で 論 じ て き た モ ー ラ 、 音 節 の ど ち ら の 捉 え 方 に も

偏 る こ と な く 、 モ ー ラ ・ 音 節 を 切 り 替 え て 音 に 充 て ら れ て い る 。 つ

ま り 、 J - P O P の 詞 に 近 い 詞 で あ る と 言 え る 。 に も か か わ ら ず 、 歌 を

聴 け ば 、 原 曲 の 魅 力 が 消 え て い る よ う に 思 え る 。 こ の 原 因 は な ん だ

ろ う か 。 以 下 に 特 に そ の 残 念 さ 目 立 つ 箇 所 ( 1 : 1 0 ~ ) の 楽 譜 を 示 し た 。 

ま ず 、 第 一 に 譜 割 り の 失 敗 を 指 摘 し た い 。 と い う の も 、 日 本 語 バ

 

4 8  2 0 0 6 年 か ら 活 動 す る 男 性 4 人 組 グ ル ー プ 。 Y G エ ン タ テ イ メ ン

ト 所 属 。 ヒ ッ プ ホ ッ プ サ ウ ン ド が 特 徴 の 楽 曲 を 数 多 く ヒ ッ ト さ せ

た 。  
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ー ジ ョ ン の 歌 詞 は 、 原 曲 の リ ズ ム を 無 視 し た 譜 割 り を 行 っ て い る 。

原 曲 の リ ズ ム は 、1 拍 目 と 3 拍 目 に 重 心 を 置 い た ビ ー ト が 特 徴 的 で 、

特 に 1 ～ 4 小 節 目 の 1 拍 目 「 다 」 と い う 音 を 引 き 延 ば し 、 強 く 歌 っ

て い る 。 一 方 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 1 、 ３ 小 節 目 1 拍 目 に 注 目 し て

み る と 、「 다 」 の 日 本 語 訳 「 み ん な 」 を 充 て る た め に 、 付 点 8 分 音 符

と 1 6 分 音 符（ タ ッ カ ）の リ ズ ム に 変 更 さ れ て い る 。こ の 付 点 の リ ズ

ム は 、 跳 ね る よ う な リ ズ ム が 特 徴 で 、 原 曲 の 4 分 音 符 を 引 き ず っ た

よ う な 重 さ は 表 現 で き ず 、 軽 く 聞 こ え て し ま う 。 さ ら に 、 日 本 語 バ

ー ジ ョ ン の 2 、 4 小 節 目 1 拍 目 も 、「 ま だ 」 と い う 詞 を 充 て る た め に

4 分 音 符 か ら 8 分 音 符 ２ つ に 変 更 さ れ て い る 。 こ の よ う に 訳 詞 を 優

先 す る た め に 、 リ ズ ム を 変 更 す る こ と は 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 に

多 く 見 ら れ 、さ ら に 原 曲 の ニ ュ ア ン ス の 表 現 に 失 敗 し て い る 場 合 に 、

特 に ノ リ が 悪 い と 感 じ て し ま う 。  

 第 二 に 、 日 本 語 に 訳 さ れ た 結 果 、 意 味 が 分 か る か ら こ そ 興 醒 め し

て し ま う と い う 現 象 が 起 こ っ て い る の で は な い だ ろ う か 。 そ も そ も

原 曲 を 主 に 聴 く K - P O P フ ァ ン は 、 韓 国 語 の 意 味 を 完 全 に 理 解 し た

上 で 曲 を 聴 く 人 は 少 な い 。 勿 論 、 好 き な ア ー テ ィ ス ト が 話 す 言 葉 を

勉 強 し 、 曲 に つ い て も 理 解 を 深 め て い る 勤 勉 な フ ァ ン は 多 く 、 実 際

に 韓 国 語 学 習 者 の 数 は 増 加 傾 向 に あ る 。 け れ ど も 、 曲 の 聴 取 と 同 時

に 韓 国 語 の 歌 詞 の ニ ュ ア ン ス ま で を 汲 み 取 り 、 そ の 意 味 を 楽 し む 人
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は 多 く は な い だ ろ う 。む し ろ 、K - P O P の 歌 詞 の 意 味 は あ ま り 重 要 視

せ ず 、 中 毒 性 の あ る フ レ ー ズ や 韓 国 語 の 軽 快 な リ ズ ム が 好 き で 聴 く

と い う リ ス ナ ー の 方 が 多 い の で は な い だ ろ う か 。K - P O P の 音 楽 自 体 、

元 々 は 海 外 の 人 々 に 聴 い て も ら え る よ う な グ ロ ー バ ル な 音 楽 を 前 提

と し て い た た め 、 フ ッ ク ソ ン グ と 言 わ れ る よ う な 同 じ フ レ ー ズ を 何

度 も 繰 り 返 す 手 法 が 多 用 さ れ て い た 4 9 。2 0 1 0 年 前 後 の K - P O P に は 、

「 G e e  G e e  G e e  G e e  … 」（ 少 女 時 代 《 G e e 》 ( 2 0 0 9 ) ） や 「 S o r r y  S o r r y

… 」（ S u p e r  J u n i o r 5 0 《 S o r r y  S o r r y 》 ( 2 0 0 9 ) ） な ど 韓 国 語 の 意 味 が 分

か ら な く て も 歌 え る 語 が 歌 詞 に 選 ば れ る こ と が 多 か っ た 。現 在 で は 、

2 0 1 0 年 頃 の よ う な フ ッ ク ソ ン グ 一 強 時 代 で は な く な っ た も の の 、依

然 と し て サ ビ に キ ャ ッ チ ー な フ レ ー ズ を 多 用 し 、歌 詞 の 内 容 よ り も 、

口 ず さ み た く な る 音 を 意 識 し て 作 ら れ て い る 。 し た が っ て 、 日 本 語

バ ー ジ ョ ン と し て 、 歌 詞 の 内 容 が 露 わ に な っ た と き 、 そ の 意 味 に 興

醒 め し て し ま う 現 象 が 起 こ る 。 そ の 上 、 原 曲 の リ ズ ム を 台 無 し に し

て い る と な れ ば 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が 好 ん で 聴 か れ る こ と は な い だ

ろ う 。  

 

 

4 9  酒 井 美 絵 子 、 前 掲 書 、 1 0 5 - 1 0 6 頁  

5 0  2 0 0 6 年 に S M エ ン タ テ イ メ ン ト か ら デ ビ ュ ー し た 男 性 9 人 組 グ

ル ー プ 。  
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2 - 7  日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 成 功 例  

2 - 7 - 1  成 功 例 ①  脚 韻  

 日 本 語 バ ー ジ ョ ン で も 原 曲 の リ ズ ム 感 の 保 存 に 成 功 し て い る 例 が

多 数 あ る 。 そ の 成 功 の 方 法 と し て 、「 韻 」 を 挙 げ る 。 以 下 は 、 V I X X 5 1

《 E r r o r 》( 2 0 1 4 ) の 冒 頭 ( 0 : 1 4 ~ ) の 歌 詞 を 示 し た 。原 曲 で は 、「 s o 」「 d -

e 」 の 音 で 脚 韻 を 揃 え て い る こ と が 分 か る （ 赤 字 の 箇 所 ）。 そ れ に 対

し て 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン で も 「 た 」「 て 」「 だ っ て 」 の ３ つ の 音 で そ

れ ぞ れ 揃 え て い る 。 原 曲 に 忠 実 で あ る わ け で は な い が 、 脚 韻 を 踏 む

こ と で 原 曲 の リ ズ ム 感 を 残 し て い る よ う に 思 え る 。 ま た 、 歌 詞 の 内

容 に つ い て も 、 丁 寧 に 訳 さ れ て お り 、 原 曲 の ニ ュ ア ン ス を し っ か り

と 伝 え て い る 。  

  【 韓 】  

어
お

쩔
ちょ l

 수
す

 
 

없
お p

어
そ

서
そ

[ s o ]  버
ぽ

렸
りょ

어
っそ

[ r y o - s s o ] （ ど う す る こ と も で

き な く て 捨 て た ）  

모
も

든
どぅ n

 감
か m

정
ぢょ n

을
う l

 지
ち

웠
うぉ

어
っそ

[ w o - s s o ] （ 全 て の 感 情 を 消 し た ）  

널
の l

 
 

애
え

써
っそ

[ s s o ]  지
ち

울
う l

 수
す

 
 

없
お p

어
そ

서
そ

[ s o ]（ 君 を ど う し て も 消 せ な く

て ） L e t  m e  f r e e  

내
ね

 맘
ま

이
み

 안
あ n

쓰
っす

러
ろ

워
うぉ

서
そ

[ s o ] （ 僕 の 心 が 情 け な く て ） L e t  m e  

 

5 1  オ ー デ ィ シ ョ ン 番 組 出 身 の 男 性 5 人 組 グ ル ー プ 。  
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b r e a t h e  

 

이
い

대
で

로
ろ

 살
さ l

면
みょ n

 돼
どぇ

[ d w a e ]  숨
す m

 
 

쉬
すぃ

면
みょ n

 돼
どぇ

[ d w a e]（ こ の ま ま 生

き れ ば い い   息 を す れ ば い い ）  

살
さ

아
ら

있
い

기
っき

만
ま

 하
な

면
みょ n

 돼
どぇ

[ d w a e ]  왜
うぇ

 안
あ n

돼
どぇ

[ d w a e] （ 生 き て さ え

い れ ば い い  な ぜ ダ メ な ん だ ）  

내
ね

가
が

 괜
くぇ n

찮
ちゃ n

다
た

는
ぬ n

데
で

[ d e ] （ 僕 が 大 丈 夫 っ て 言 っ て る の に ） L e t  

m e  f r e e  

내
ね

가
が

 이
い

게
げ

 더
と

 나
な

은
う n

데
で

[ d e ]（ 僕 に は こ の 方 が ま し な の に ）L e t  m e  

b r e a t h e  

【 日 】  

分 か っ て た ん だ  

だ け ど 捨 て 去 る し か な か っ た  

感 情 押 し 殺 し て  L e t  m e  f r e e  

思 い 出 忘 れ て  L e t  m e  b r e a t h e  

 

思 考 を 止 め て  呼 吸 し て  

時 間 に 流 さ れ て  生 き て  

そ れ で い い ん だ っ て  L e t  m e  f r e e  

そ の 方 が ま し だ っ て  L e t  m e  b r e a t h e  
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次 の 例 は 、 原 曲 派 の 筆 者 が 珍 し く 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン を 好 ん で 聴

い て い た S e c r e t 5 2 の 《 S h y  B o y 》 ( 2 0 1 1 ) で あ る 。 冒 頭 ( 0 : 2 3 ~ ) の 歌 詞

を 以 下 に 示 し た 。 当 時 は 全 く 意 識 し て い な か っ た が 、《 E r r o r 》  と 同

じ く 、 韻 を 意 識 し て 作 詞 が 為 さ れ て い る 。 特 筆 す べ き は 、 原 曲 と 日

本 語 バ ー ジ ョ ン の 韻 が ほ ぼ 対 応 し て い る と い う こ と だ 。そ の 代 償 に 、

歌 詞 の 内 容 は そ の ま ま 訳 さ れ て い る わ け で は な い 。 し か し 、 直 訳 で

は な い も の の 、 日 本 語 と し て の 詞 は 成 立 し て い る 。 そ の 結 果 、 原 曲

の リ ズ ム 感 や 音 の ニ ュ ア ン ス を 残 し つ つ 、「 日 本 語 の 曲 」と し て も 成

り 立 っ て い る と 言 え る 。  

【 韓 】  

우
う

[ u ] 쭐
っちゅ l

대
て

지
ぢ

마
ま

[ m a ]  아
あ

 아
あ

 넌
の n

 넌
の n

（ う ぬ ぼ れ な い で  あ な た

は ）  

장
ちゃ n

난
な n

치
ち

지
ぢ

마
ま

[ j i m a ]  아
あ

 아
あ

 넌
の n

 넌
の n

（ い た ず ら し な い で  あ な た

は ）  

오
お

오
お

오
お

 오
お

오
お

오
お

 더
と

는
な n

 못
もっ

 참
ちゃ m

겠
け

어
っそ

 그
く

만
ま n

[ k u - m a n ] （ も う 我 慢

で き な い  や め て ）  

제
ちぇ

발
ば

 있
り n

는
ぬ n

 척
ちょ

 좀
っちょ m

 마
ま

 아
あ

 아
あ

 N o  N o （ お 願 い だ か ら 見 栄 を

張 ら な い で  N o ）  

 

5 2  2 0 0 9 年 か ら 2 0 1 8 年 ま で 活 動 し た 女 性 4 人 組 グ ル ー プ 。  
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이
い

젠
ぢぇ n

 너
の

 같
か

은
っとぅ n

 남
な m

자
ぢゃ

[ j a ]  아
あ

 아
あ

 N o  N o （ も う  あ な た み た

い な 男 は  N o ）  

오
お

오
お

오
お

 오
お

오
お

오
お

 더
と

는
ぬ n

 못
もっ

 보
ぽ

겠
げ

어
っそ

 그
く

만
ま n

[ k u - m a n ] （ も う 見 て い

ら れ な い  や め て ）  

【 日 】  

く [ k u ] ち が う ま い [ m a i ]  ア ア  ノ ン ノ ン  

お し ゃ れ じ ま ん [ j i m a n ]  ア ア  ノ ン ノ ン  

オ オ オ オ オ オ  あ そ び な れ た Y O U は [ y u - w a ]  

み た め は い い け ど  ち ょ っ と  ノ ン ノ ン  

な れ な れ し い の が [ g a ]  ち ょ っ と  ノ ン ノ ン  

オ オ オ オ オ オ  い い ひ と ぶ っ た ユ ー モ ア [ y u - m o a ]  

こ の 日 本 語 詞 の 作 詞 を 担 当 し た の は 、 作 詞 家 、 音 楽 プ ロ デ ュ ー サ ー

と し て 活 躍 す る い し わ た り 淳 治 5 3 で あ る 。 S e c r e t と の 対 談 の 中 で 、

こ の 曲 の 日 本 語 詞 の 作 詞 に 関 し て 、 以 下 の よ う に 話 し て い る 。  

 

一 番 気 に し た の は 、 元 々 の 韓 国 語 の 歌 詞 の 発 音 に で き る だ け 近

づ け る こ と 。 あ と 内 容 が 全 く 同 じ で あ る こ と 。 そ の 2 点 を 自 然 な

形 で 実 現 し た 曲 っ て 今 ま で な か っ た の か な と 思 っ た の で 、 そ こ は

 

5 3  1 9 7 7 年 、 青 森 県 出 身 。 元 ロ ッ ク バ ン ド S U P E R C A R の ギ タ ー 、

作 詞 担 当 。  
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か な り こ だ わ り ま し た 。 5 4  

 

い し わ た り は 、 韓 国 語 に つ い て は 知 識 が な く 、 翻 訳 家 に よ る ハ ン グ

ル の 読 み 方 を カ タ カ ナ で 表 し た も の と 対 訳 を 基 に 、 発 音 と 内 容 を 活

か し た 詞 を 作 詞 し た と い う 5 5 。 い し わ た り も 指 摘 し た 通 り 、 多 く の

日 本 語 バ ー ジ ョ ン で は 、 音 と 内 容 の 両 方 を 自 然 に 活 か し た 詞 は 少 な

い 。 原 曲 の リ ズ ム を 残 し つ つ 、 完 璧 な 訳 を 実 現 す る こ と は 、 日 韓 の

言 語 間 だ け で な く 、他 の 言 語 で も 大 変 難 し い こ と で あ る 。と り わ け 、

K - P O P と い う ジ ャ ン ル の 歌 詞 に お い て は 、そ の 意 味 内 容 よ り も 、中

毒 性 の あ る 音 を 優 先 し て い る た め 、 訳 詞 の た め に リ ズ ム が お ざ な り

に さ れ る こ と は 致 命 傷 で あ る の だ 。「 音 優 先 」の 作 詞 を し た い し わ た

り だ が 、 そ の 後 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 作 詞 を 担 当 し た 例 は な く 、 K -

P O P ア ー テ ィ ス ト へ の 詞 の 提 供 は 日 本 オ リ ジ ナ ル 曲 の み で あ る こ

と は 、 非 常 に 残 念 だ 。  

2 - 7 - 2  成 功 例 ②  直 訳 か ら 離 れ た 詞  

韻 に つ い て 取 り 上 げ た が 、 も う 一 つ 、 成 功 法 の 例 を 挙 げ る 。 そ れ

 

5 4  「 S e r c r e t い し わ た り 淳 治 と K - P O P ア イ ド ル の 異 色 対 談 」、 音 楽

ナ タ リ ー 特 集 、 2 0 1 2 年 2 月 2 4 日 、 1 − 4 頁

( h t t p s : / / n a t a l i e . m u / m u s i c / p p / s e c r e t  、 最 終 閲 覧 日 ： 2 0 2 3 年 1 月

1 0 日 )  

5 5  同 記 事 、 2 頁  

https://natalie.mu/music/pp/secret
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は 、 原 曲 を 「 無 視 す る こ と 」 だ 。 こ れ ま で は 、 原 曲 の リ ズ ム 感 を 残

せ と 要 求 し た と い う の に 、 無 視 す る と は ど う い う こ と か 。 原 曲 の 歌

詞 の 内 容 を そ の ま ま 日 本 語 バ ー ジ ョ ン に は め 込 む の で は な く 、 そ の

ニ ュ ア ン ス を 汲 み 取 っ た 上 で 、 直 訳 と は 別 の 日 本 語 詞 を 作 る と い う

形 で あ る 。 一 旦 、 直 訳 か ら 離 れ 、 日 本 語 の 歌 詞 を 音 に う ま く 乗 せ る

こ と を 考 え た と 思 わ れ る 詞 だ 。 以 下 に は 、 S H I N e e 5 6 の デ ビ ュ ー 曲

《 R e p l a y 》( 2 0 0 8 ) の サ ビ ( 0 : 5 6 ~ ) の 原 曲 と 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 を

示 し た 。  

【 韓 】  

누
ぬ

난
な n

 너
の

무
む

 예
いぇ

뻐
っぽ

 ( 그
く

녀
にょ

를
る l

 보
ぼ

는
ぬ n

 나
な

는
ぬ n

)  ― お 姉 さ ん は と て も

綺 麗  ( 彼 女 を 見 る 僕 は )  

미
み

쳐
ちょ

 (하
は

지
じ

만
ま n

 이
い

젠
ぢぇ n

 지
ぢ

쳐
ちょ

)  ― お か し く な る  ( だ け ど も う く

た び れ て )  

R e p l a y ,  R e p l a y ,  R e p l a y  

추
ちゅ

억
お

이
ぎ

 내
ね

 맘
ま

을
む l

 할
は l

퀴
くぃ

어
ろ

(아
あ

 아
あ

파
っぱ

서
そ

 이
い

젠
ぢぇ n

 맘
ま

을
む l

) ― 思 い 出 が

僕 の 心 を 引 っ 掻 い て ( 苦 し く て も う 心 を )  

고
こ

쳐
ちょ

 (다
た

 다
た

가
が

올
う l

 이
い

별
びょ

에
れ

 난
な n

) ― 治 す  ( 僕 は 近 づ い て く る 別 れ

 

5 6  2 0 0 8 年 か ら 活 動 す る 男 性 5 人 組 グ ル ー プ 。 S M エ ン タ テ イ メ ン

ト 所 属 。 2 0 1 7 年 メ ン バ ー の ジ ョ ン ヒ ョ ン が 急 逝 し 、 現 在 は 4 人 で

活 動 し て い る 。  
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に )  

R e p l a y ,  R e p l a y ,  R e p l a y  

【 日 】  

何 を し て も （ 僕 の 心 は ）  

も う （ 届 か な い の か ）  

R e p l a y  R e p l a y  R e p l a y  

そ う 思 い 出 が ず っ と （ 僕 の 心 を ）  

も っ と （ 痛 め つ け る よ ）  

R e p l a y  R e p l a y  R e p l a y  

日 本 語 詞 で は 、 韓 国 語 の 直 訳 か ら 離 れ 、 独 自 の 詞 で あ る こ と が 分 か

る 。 も し K - P O P 流 の 直 訳 に す る な ら ば 、 1 行 目 の 歌 詞 は 「 き み は き

れ ～ い 」 の よ う な 詞 に な る だ ろ う か 。  

 2 0 1 0 年 に リ リ ー ス さ れ 、大 ヒ ッ ト し た 少 女 時 代 の《 G e n i e 》( 2 0 0 9 )

の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 も ま た 原 曲 の 直 訳 で は な い 詞 で あ る 。 以

下 に サ ビ ( 0 : 5 0 ~ ) の 歌 詞 を 抜 粋 し た 。  

【 韓 】  

그
く

래
れ

요
よ

 난
な n

 널
の l

 사
さ

랑
ら n

해
へ

 언
お n

제
ぢぇ

나
な

 믿
み

어
ど

（ そ う よ   私 は あ な た を

愛 し て る  い つ も 信 じ て る ）  

꿈
く m

도
ど

 열
よ l

정
ちょ n

도
ど

 다
た

 주
ぢゅ

고
ご

 싶
し

어
っぽ

（ 夢 も 情 熱 も  全 部 あ げ た い

の ）  
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난
な n

 그
く

대
で

 소
そ

원
うぉ

을
ぬ l

 이
い

뤄
ろ

주
ぢゅ

고
ご

 싶
し

은
っぷ n

 （ 私 は あ な た の 願 い を 叶 え

た い ）  

행
へ n

운
う

의
ね

 여
よ

신
し n

（ 幸 運 の 女 神 ）  

소
そ

원
うぉ

을
ぬ l

 말
ま

해
れ

봐
ぼぁ

（ 願 い を 言 っ て み て ）  

【 日 】  

そ う よ  こ の 地 球 （ ほ し ） は 思 い 通 り  

二 人 な ら  望 み 通 り  

未 来 さ え も  お 見 通 し  

叶 え て あ げ る  

コ コ に い る わ  キ ミ も 来 れ ば  

好 き に な れ ば  も っ と な れ ば  

「 そ う よ 」 と い う 詞 は 直 訳 で は あ る も の の 、 そ の 他 は か な り 変 更 が

加 え ら れ て お り 、 日 本 語 詞 独 自 の 言 葉 選 び が な さ れ て い る 。「 地 球 」

と 書 い て 「 ほ し 」 と 読 ま せ る の も 、 日 本 語 詞 な ら で は の 表 現 だ 。 こ

の 日 本 語 詞 は 、 コ ン ペ テ ィ シ ョ ン の 末 、 決 定 さ れ た 。 手 掛 け た の は

作 詞 家 の 中 村 彼 方 5 7 で あ る 。 原 曲 の 歌 詞 を ど の く ら い 活 か す の か 、

さ ら に 日 本 人 の リ ス ナ ー が 意 味 を 聞 く た め 、 意 味 内 容 も 重 視 す る こ

 

5 7  2 0 0 9 年 か ら 作 詞 家 と し て 活 動 し 、 ア ニ メ の 主 題 歌 や ミ ュ ー ジ シ

ャ ン へ の 提 供 な ど 、 数 多 く の 作 品 を 手 掛 け て い る 。  
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と に 特 に 苦 労 し た 、 と ラ ジ オ 番 組 内 で 明 か し た 5 8 。 例 に 挙 げ た ２ 曲

の よ う に 、 原 曲 の 直 訳 と 切 り 離 し 、 日 本 語 の 曲 と し て 詞 を 作 る こ と

が 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が 受 け 入 れ ら れ る た め に 重 要 な 要 素 だ と 考 え ら

れ る 。  

2 - 7 - 3  成 功 例 ③  韓 国 語 を あ え て 残 す  

 さ ら に 、 敢 え て 日 本 語 に は 訳 さ ず 、 韓 国 語 を 残 す 例 も 見 ら れ る 。

過 激 な ダ ン ス で 注 目 さ れ た E X I D の 《 위
うぃ

 아
あ

래
れ

》 ( 2 0 1 4 ) の 日 本 語 バ

ー ジ ョ ン で は 、 キ ー フ レ ー ズ の 韓 国 語 を そ の ま ま 使 用 し て い る 。 曲

名 で も あ り 、韓 国 語 が そ の ま ま 使 用 さ れ て い る 語 、「 위  아 래 」と は 、

「 上 下 」 と い う 意 味 で 、 韓 国 語 が 分 か ら な く て も 「 ウ ィ  ア レ  ウ ィ  

ウ ィ  ア レ 」と 口 ず さ め る の が 特 徴 の フ ッ ク ソ ン グ だ 。こ の 曲 は 日 本

語 バ ー ジ ョ ン の 他 に 中 国 語 バ ー ジ ョ ン も リ リ ー ス さ れ て い る が 、 い

ず れ も 韓 国 語 を 残 し て い る 。直 訳 で そ の ま ま「 ウ エ  シ タ  ウ エ  ウ エ  

シ タ 」 と さ れ る よ り も 、 潔 く 、 好 印 象 だ 。 K - P O P 黎 明 期 の 2 0 0 0 年

頃 、 韓 国 出 身 で あ る こ と を 公 に し て い な か っ た ア ー テ ィ ス ト も い た

時 代 で は 、 日 本 で リ リ ー ス す る 曲 に 韓 国 語 を 取 り 入 れ る こ と は な か

 

5 8  ジ ェ ー ン ・ ス ー 『 中 村 彼 方 の 作 詞 術  少 女 時 代 G e n i e と G e e の

日 本 語 歌 詞 の 作 り 方 』、「 F M ソ ラ ト ニ ワ 原 宿  O R D I N A R Y  F R I D A Y

～ つ ま り シ ケ た 金 曜 日 ～ 」、 m i y e a r n Z Z  L a b o ( ラ ジ オ 書 き 起 こ し 職

人 み や ー ん Z Z の サ イ ト ) 、 2 0 1 4 年 1 1 月 1 日 、

( h t t p s : / / m i y e a r n z z l a b o . c o m / a r c h i v e s / 2 1 0 4 2  、 最 終 閲 覧 日 ： 2 0 2 3

年 1 月 1 0 日 )  

https://miyearnzzlabo.com/archives/21042
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っ た 。 し か し 現 在 で は 、 状 況 が 変 わ っ て い る 。 今 や 韓 国 語 は K - P O P

の 興 隆 に よ っ て メ ジ ャ ー な 言 語 に な り つ つ あ る の で は な い だ ろ う か 。

と は い え 、 日 本 の メ デ ィ ア は 未 だ 保 守 的 な 姿 勢 を 見 せ て い る 。 先 日

放 送 さ れ た 紅 白 歌 合 戦 に 出 場 し た K - P O P ア ー テ ィ ス ト ３ 組 が 日 本

語 バ ー ジ ョ ン や 日 本 オ リ ジ ナ ル 曲 を 披 露 し た よ う に 、 日 本 の テ レ ビ

で は 、 全 編 韓 国 語 の 曲 を 歌 唱 す る 例 は 珍 し く 、 依 然 と し て 日 本 語 バ

ー ジ ョ ン を 歌 う 傾 向 が あ る 。  

 

3 .  結 論  

 こ こ ま で 、K - P O P の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が リ ズ ム に 乗 っ て い な い 原

因 を 具 体 例 を 示 し な が ら 検 討 し て き た 。 そ の 結 果 、 以 下 の ４ つ の 問

題 点 が あ る こ と が 分 か っ た 。  

① 発 音 の 問 題  

② 日 本 語 と 韓 国 語 で は 言 葉 の 分 節 単 位 が 異 な っ て お り 、 特 に 歌 詞

と し て 音 に 充 て ら れ る 際 に そ の 違 い が 現 れ る こ と  

③ 訳 詞 を 優 先 す る こ と で 、 譜 割 り が 変 更 さ れ 、 原 曲 の 雰 囲 気 が 損

な わ れ て し ま う こ と  

④ サ ウ ン ド を 重 視 す る K - P O P の 歌 詞 の 意 味 内 容 が 聞 こ え る こ と

に よ っ て 、 興 醒 め し て し ま う と い う こ と  

こ れ ら の 問 題 は 、単 独 で リ ズ ム 感 の 悪 さ を 引 き 起 こ す こ と も あ る が 、
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概 ね 複 数 の 要 素 が 重 な り 合 っ て 現 れ る こ と が 多 く 、 そ の 結 果 、 原 曲

に 劣 る 残 念 な 歌 詞 と し て 日 本 の フ ァ ン に は 好 ま れ な い 。 こ の よ う な

問 題 を 踏 ま え た 上 で 、 そ れ を う ま く 避 け た 作 詞 を す れ ば 、 理 論 上 こ

の 議 論 は 終 結 す る 。 し か し 、 未 だ に 残 念 な 歌 詞 が 存 在 す る と い う こ

と は 、 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 作 詞 が 相 当 難 し い 作 業 で あ る の だ ろ う 。

こ の よ う な 問 題 以 前 に 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 作 詞 に は 考 慮 す る こ と が

多 い 。 原 曲 の 世 界 観 や 内 容 を で き る だ け 再 現 す る こ と 、 外 国 人 に も

歌 い や す い こ と 、原 曲 の リ ズ ム 感 な ど の 雰 囲 気 は 壊 さ な い こ と な ど 、

こ れ ら を 意 識 し な が ら 、 本 稿 で 指 摘 し た よ う な 問 題 を 避 け て 通 る こ

と は 至 難 の 業 だ ろ う 。  

そ の よ う な 問 題 を 回 避 し 、 さ ら に 日 本 語 の 曲 と し て フ ァ ン に 受 け

入 れ ら れ る よ う な 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 詞 に は 、 以 下 の よ う な 工 夫 も

見 ら れ た 。  

① 韻 を 取 り 入 れ る こ と  

② 直 訳 か ら 一 旦 離 れ 、 日 本 語 の 詞 と し て 受 け 入 れ ら れ る 詞 を 目 指

す こ と  

③ 原 曲 の 韓 国 語 詞 を キ ー フ レ ー ズ と し て そ の ま ま 残 す こ と  

こ の ３ つ の 方 法 に 共 通 し て い る の は 、 原 曲 に 忠 実 な 意 味 内 容 よ り

も 、 リ ズ ム や サ ウ ン ド を 優 先 す る と い う 姿 勢 で あ る 。 日 本 語 バ ー ジ

ョ ン の 存 在 意 義 と し て 、 現 地 化 戦 略 な ど ビ ジ ネ ス に お け る 有 用 性 な
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ど を 挙 げ た が 、 日 本 の フ ァ ン を タ ー ゲ ッ ト に 歌 詞 の 意 味 を 伝 え る と

い う 役 割 も 同 時 に 併 せ 持 っ て い る 。 こ の た め 、 作 詞 の 段 階 で 、 原 曲

に 忠 実 な 日 本 語 詞 を 選 択 す る こ と は 自 然 な 流 れ だ ろ う 。 し か し 、 そ

れ は K - P O P の 楽 曲 に お け る 中 毒 性 の あ る サ ウ ン ド を 重 視 す る と い

う 性 質 を 無 視 す る こ と に 繋 が っ て し ま う の だ 。 そ の 結 果 、 日 本 語 バ

ー ジ ョ ン は リ ズ ム に 乗 っ て い な い と 日 本 の フ ァ ン か ら 不 満 の 声 が 上

が る 。 日 本 語 バ ー ジ ョ ン が 日 本 の フ ァ ン に 愛 さ れ る た め に は 、 サ ウ

ン ド を 台 無 し に し な い 作 詞 を す る こ と が 重 要 な の で あ る 。 以 上 が 、

本 論 の 考 察 を 踏 ま え た 結 論 で あ る 。  

当 初 、K - P O P の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 を 全 て 取 り 上 げ 、計 量 的

に 分 析 す る こ と も 考 え て い た 。し か し 、日 本 デ ビ ュ ー し た K - P O P ア

ー テ ィ ス ト は 約 8 0 組 存 在 し 、 そ れ ぞ れ 複 数 の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン を

リ リ ー ス し て お り 、 原 曲 と 合 わ せ た 分 析 対 象 の 総 数 は 膨 大 な 量 で あ

っ た た め 、 断 念 し て し ま っ た 。 計 量 的 な 分 析 を 用 い て 、 J - P O P の 歌

詞 と K - P O P の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン の 歌 詞 を 比 較 す る こ と も 、 興 味 深

い 結 果 に な る の で は な い だ ろ う か 。  

ま た 、 本 稿 で は 、 両 言 語 間 に 存 在 す る そ れ ぞ れ の 問 題 を 分 か り や

す く 提 示 す る た め 、 個 々 の 例 の 一 部 分 を 取 り 上 げ て 検 討 し て き た 。

リ ズ ム に 乗 っ て い る か 否 か と い う 判 断 は 、 個 人 の 感 覚 に 依 拠 す る と

こ ろ が あ る た め 、 極 端 な 表 現 に 思 え る 箇 所 な ど が あ っ た か も し れ な
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い 。し か し 、個 々 の 感 覚 と は 言 え ど も 、明 ら か に K - P O P の 日 本 語 バ

ー ジ ョ ン に 不 満 を 持 つ 声 は 存 在 す る 。 そ の よ う な 意 見 を 持 ち 、 日 本

語 バ ー ジ ョ ン が よ り 良 く な る こ と を 望 む 多 く の K - P O P フ ァ ン に 本

稿 が 届 く こ と を 願 っ て 本 論 を 結 ぶ 。  
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5 .  参 考 資 料  

以 下 の 表 は 、 本 論 に 挙 げ た 具 体 例 の 音 源 へ の リ ン ク を ま と め た

で あ る 。 ま た 、 A p p l e  M u s i c の プ レ イ リ ス ト に も ま と め て い

る 。 A p p l e  M u s i c で は 、《 N o b o d y 》 の 日 本 語 バ ー ジ ョ ン 、《 負 け

な い で 》 の 韓 国 語 バ ー ジ ョ ン 、《 キ ュ ー テ ィ ー ハ ニ ー 》 の 韓 国 語

バ ー ジ ョ ン が 入 れ ら れ て い な い こ と を ご 了 承 い た だ き た い 。

（ h t t p s : / / m u s i c . a p p l e . c o m / j p / p l a y l i s t / % E 5 % 8 D % 9 2 % E 8 % A B %

9 6 % E 9 % 9 F % B 3 % E 6 % B A % 9 0 % E 3 % 8 3 % 9 7 % E 3 % 8 3 % A C % E 3 % 8 2

% A 4 % E 3 % 8 3 % A A % E 3 % 8 2 % B 9 % E 3 % 8 3 % 8 8 / p l . u -

d 2 b 0 k A Y I M p R q Z g Z ）。  

https://music.apple.com/jp/playlist/%E5%8D%92%E8%AB%96%E9%9F%B3%E6%BA%90%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88/pl.u-d2b0kAYIMpRqZgZ
https://music.apple.com/jp/playlist/%E5%8D%92%E8%AB%96%E9%9F%B3%E6%BA%90%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88/pl.u-d2b0kAYIMpRqZgZ
https://music.apple.com/jp/playlist/%E5%8D%92%E8%AB%96%E9%9F%B3%E6%BA%90%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88/pl.u-d2b0kAYIMpRqZgZ
https://music.apple.com/jp/playlist/%E5%8D%92%E8%AB%96%E9%9F%B3%E6%BA%90%E3%83%97%E3%83%AC%E3%82%A4%E3%83%AA%E3%82%B9%E3%83%88/pl.u-d2b0kAYIMpRqZgZ
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曲名 

 

リンク 

9 と 4 分の 3 番線で

君を待つ 

韓 https://www.youtube.com/watch?v=6yWPfUz0z94#t=1m29s  

日 https://www.youtube.com/watch?v=2u8ExBR-RbQ#t=46s 

LIKEY 韓 https://www.youtube.com/watch?v=V2hlQkVJZhE#t=1m08s  

日 https://www.youtube.com/watch?v=N7MKlhS2ysU#t=1m08s  

Nobody 韓 https://www.youtube.com/watch?v=QZBn1e9pr2Q#t=3m00s   

日 https://www.youtube.com/watch?v=378AnxAve9Y#t=1m23s  

LUCIFER 韓 https://www.youtube.com/watch?v=Dww9UjJ4Dt8#t=4s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=VEOKSpViv3s#t=19s 

離別 韓 https://www.youtube.com/watch?v=NdrxwsxhjQQ  

日 https://www.youtube.com/watch?v=6fBglaBJRvs  

負けないで 韓 https://www.youtube.com/watch?v=OaQOS-

2YhTQ&t=90s#t=54s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=NCPH9JUFESA#t=56s 

瞳をとじて 韓 https://www.youtube.com/watch?v=ttWPoPFS77A#t=1m35s  

日 https://www.youtube.com/watch?v=EqVoCfSwfUY#t=1m57s  

キューティーハニー 韓 https://www.youtube.com/watch?v=slEgWEBv3H8&t=12s#t=3

1s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=dKpUtUPWNL0#t=49s 

https://www.youtube.com/watch?v=6yWPfUz0z94#t=1m29s　
https://www.youtube.com/watch?v=2u8ExBR-RbQ#t=46s
https://www.youtube.com/watch?v=V2hlQkVJZhE#t=1m08s
https://www.youtube.com/watch?v=N7MKlhS2ysU#t=1m08s
https://www.youtube.com/watch?v=QZBn1e9pr2Q#t=3m00s
https://www.youtube.com/watch?v=378AnxAve9Y#t=1m23s
https://www.youtube.com/watch?v=Dww9UjJ4Dt8#t=4s
https://www.youtube.com/watch?v=VEOKSpViv3s#t=19s
https://www.youtube.com/watch?v=NdrxwsxhjQQ
https://www.youtube.com/watch?v=6fBglaBJRvs
https://www.youtube.com/watch?v=OaQOS-2YhTQ&t=90s#t=54s
https://www.youtube.com/watch?v=OaQOS-2YhTQ&t=90s#t=54s
https://www.youtube.com/watch?v=NCPH9JUFESA#t=56s
https://www.youtube.com/watch?v=ttWPoPFS77A#t=1m35s
https://www.youtube.com/watch?v=EqVoCfSwfUY#t=1m57s
https://www.youtube.com/watch?v=slEgWEBv3H8&t=12s#t=31s
https://www.youtube.com/watch?v=slEgWEBv3H8&t=12s#t=31s
https://www.youtube.com/watch?v=dKpUtUPWNL0#t=49s
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世界中の誰よりきっ

と 

韓 https://www.youtube.com/watch?v=4V2MzFQCFjM&t=30s#t

=1m03s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=dTr_XIRpGo4#t=42s 

気分上々↑↑ 韓 https://www.youtube.com/watch?v=VJQv16meihU#t=1m07s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=g0Pb5CDhndk#t=13s 

BANG BANG BANG 韓 https://www.youtube.com/watch?v=2ips2mM7Zqw#t=1m13s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=Heoy9qyRRxY#t=1m14s 

Error 韓 https://www.youtube.com/watch?v=IF8kySIcWNw#t=38s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=ZTBNwKPApA4#t=14s 

Shy Boy 韓 https://www.youtube.com/watch?v=QN6KVm5cRWw#t=27s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=wobJ_GVFkJ4#t=27s 

Replay 韓 https://www.youtube.com/watch?v=VTASffPQGhY#t=58s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=Ld95rZy27hI#t=58s 

Genie 韓 https://www.youtube.com/watch?v=6SwiSpudKWI#t=1m08s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=fYP_3QEb5Yk#t=1m08s 

위 아래 

(UP＆DOWN) 

韓 https://www.youtube.com/watch?v=hfXZ6ydgZyo#t=9s 

日 https://www.youtube.com/watch?v=WuhN1vz8uvY#t=8s 

https://www.youtube.com/watch?v=4V2MzFQCFjM&t=30s#t=1m03s
https://www.youtube.com/watch?v=4V2MzFQCFjM&t=30s#t=1m03s
https://www.youtube.com/watch?v=dTr_XIRpGo4#t=42s
https://www.youtube.com/watch?v=VJQv16meihU#t=1m07s
https://www.youtube.com/watch?v=g0Pb5CDhndk#t=13s
https://www.youtube.com/watch?v=2ips2mM7Zqw#t=1m13s
https://www.youtube.com/watch?v=Heoy9qyRRxY#t=1m14s
https://www.youtube.com/watch?v=IF8kySIcWNw#t=38s
https://www.youtube.com/watch?v=ZTBNwKPApA4#t=14s
https://www.youtube.com/watch?v=QN6KVm5cRWw#t=27s
https://www.youtube.com/watch?v=wobJ_GVFkJ4#t=27s
https://www.youtube.com/watch?v=VTASffPQGhY#t=58s
https://www.youtube.com/watch?v=Ld95rZy27hI#t=58s
https://www.youtube.com/watch?v=6SwiSpudKWI#t=1m08s
https://www.youtube.com/watch?v=fYP_3QEb5Yk#t=1m08s
https://www.youtube.com/watch?v=hfXZ6ydgZyo#t=9s
https://www.youtube.com/watch?v=WuhN1vz8uvY#t=8s


 


